
ヒ

ュ
ー
ム
の
哲
学

一
そ
の
因
果
論
i

（ ）

木

曾

好

能

一
　
序
論

　
　
一
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
因
果
論
は
彼
の
哲
学
全
体
に
於
て
二
重
の
意
味
で
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
る
。
一
つ
は
、
因
果
性
の
分
析
が
彼
の

　
　
哲
学
上
の
仕
事
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
に
於
て
、
一
つ
は
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
考
察
に
於
て
、
問
題
と
な
る
考

　
　
え
が
い
か
に
し
て
生
じ
る
か
と
い
う
、
発
生
論
的
因
果
的
説
明
の
方
法
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
意
味
に
於
て
で
あ
る
。

　
　
ニ
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
は
三
つ
の
根
本
原
理
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
第
一
は
、
「
す
べ
て
の
単
純
観
念
は
、
対
応
す
る
単
純
印
象
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
生
じ
、
そ
れ
を
表
象
す
る
」
（
O
h
誤
）
と
い
う
原
理
で
あ
り
、
経
験
論
の
原
理
を
ヒ
ュ
ー
ム
流
に
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
印
象
と
は
、

　
　
直
接
体
験
か
ら
日
常
経
験
ま
で
の
各
層
に
渉
る
、
感
覚
や
情
動
等
の
経
験
を
指
す
。
印
象
は
圧
倒
的
な
「
勢
い
と
生
気
」
を
有
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
に
依
っ
て
、
「
現
実
」
と
見
倣
さ
れ
る
（
↓
一
〇
。
。
）
。
他
方
、
観
念
は
思
惟
の
謂
い
で
あ
り
（
↓
N
鰻
・
。
）
、
勢
い
と
生
気
を
欠
き
、
必
ず
し
も

　
　
現
実
を
表
わ
す
と
は
限
ら
ぬ
。
そ
こ
で
、
我
々
の
認
識
を
論
ず
る
為
に
は
観
念
を
吟
味
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
ヒ
ュ
：
ム
は
、
対

　
　
応
ず
る
印
象
が
一
見
し
て
明
瞭
で
は
な
い
観
念
と
し
て
、
抽
象
乃
至
一
般
観
念
、
空
間
、
時
間
、
存
在
、
物
体
、
精
神
乃
至
自
我
、
実
体

　
　
等
の
諸
観
念
と
共
に
、
因
果
性
の
観
念
を
吟
味
し
た
の
で
あ
っ
た
。
複
雑
な
観
念
は
そ
れ
を
構
成
す
る
単
純
な
観
念
に
分
析
し
、
曖
昧
な

　
　
単
純
観
念
は
そ
れ
の
原
型
た
る
印
象
に
戻
す
こ
と
に
依
っ
て
、
観
念
は
現
実
蓑
象
性
を
回
復
す
る
。
こ
の
意
味
で
第
一
の
原
理
は
還
元
の

877　
　
　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
誓
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
…



　
　
　
　
　
　
哲
愚
ず
研
鷹
九
　
　
第
五
百
二
十
七
口
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
ハ
ニ

887　
　
原
理
で
あ
っ
た
。

　
　
　
第
二
の
原
理
は
「
異
る
も
の
は
区
別
で
き
、
区
別
で
き
る
も
の
は
思
惟
に
依
り
分
離
で
き
る
」
（
⊆
．
↓
一
。
。
）
と
い
う
分
離
の
原
理
で
あ

　
　
る
。
　
「
異
る
」
と
は
「
論
理
的
に
独
立
な
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
原
理
は
、
思
惟
に
於
て
世
界
を
稠
互
に
独
立
に
存
在
す
る
要
素

　
　
に
分
解
し
て
し
ま
う
形
而
上
学
的
原
子
論
の
原
理
で
あ
っ
た
。
原
因
と
結
果
も
、
こ
の
原
理
に
依
っ
て
、
存
在
と
し
て
異
る
も
の
と
し
て

　
　
分
離
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
ば
ら
ば
ら
な
要
素
を
緩
く
繋
ぎ
止
め
、
人
間
の
日
常
的
経
験
世
界
を
現
出
せ
し
め
る
の
が
、
第
三
の
、
人
問
の
自
然
本
性
に
根
ざ
す
、

　
　
観
念
連
念
の
原
理
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
対
象
の
類
似
、
近
接
、
因
果
の
三
関
係
に
基
き
、
論
理
的
に
ば
ら
ば
ら
な
観
念
を
事
実
的
に
連

　
　
合
さ
せ
る
二
種
の
引
力
」
で
あ
り
、
思
惟
に
世
界
と
の
対
応
を
保
証
す
る
原
理
で
あ
る
。
因
果
推
理
も
一
つ
の
観
念
連
合
で
あ
り
、
こ

　
　
れ
に
依
っ
て
我
々
は
、
世
界
に
不
可
知
な
結
合
原
理
が
潜
在
す
る
こ
と
を
感
じ
取
る
の
で
あ
る
ゆ
‘

　
　
三
　
　
因
果
性
の
観
念
は
、
感
覚
、
理
性
、
想
像
の
い
ず
れ
を
起
源
と
す
る
の
か
。
因
果
関
係
は
、
原
因
と
結
果
の
時
空
上
の
隣
接
、
原

　
　
因
の
結
果
に
対
す
る
愚
問
上
の
先
行
、
さ
ら
に
原
因
と
結
果
の
必
然
的
結
合
を
含
意
し
て
い
る
。
し
か
る
に
因
果
性
、
特
に
そ
の
ホ
質
を

　
　
成
す
と
考
え
ら
れ
る
、
原
因
と
結
果
の
結
合
の
必
然
性
は
、
外
的
に
も
内
的
に
も
知
覚
さ
れ
ず
、
ま
た
理
性
の
対
象
と
し
て
の
論
理
約
必

　
　
然
性
で
も
な
い
。
原
因
と
結
果
と
自
さ
れ
る
二
事
象
が
過
去
の
事
例
に
於
て
常
に
隣
接
し
継
起
し
た
と
い
う
、
恒
常
的
相
伴
の
経
験
が
あ

　
　
る
の
み
で
あ
る
。
必
然
的
結
合
は
経
験
さ
れ
ず
、
普
遍
的
龍
燈
の
論
理
的
保
証
は
無
い
。
た
だ
、
こ
の
経
験
が
我
々
の
う
ち
に
観
念
連
合

　
　
の
習
慣
を
形
成
し
、
こ
の
連
合
に
伴
う
強
㈱
感
が
対
象
に
投
影
さ
れ
て
、
選
果
の
必
然
性
の
観
念
が
生
じ
る
。
以
上
の
ヒ
ェ
ー
ム
の
結
論

　
　
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

二
　
因
果
性
の
知
覚

圏

ヒ
ュ
ー
ム
は
因
果
性
が
外
的
に
も
内
的
に
も
知
覚
さ
れ
ぬ
と
漸
う
。
　
「
作
用
性
」
、
「
力
」
、
「
産
出
質
」
等
は
「
因
果
性
」
と
ほ
ぼ
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同
義
で
あ
り
、
そ
の
核
心
は
因
果
の
結
合
の
必
然
性
に
あ
る
。

　
先
ず
、
対
象
の
個
々
の
性
質
の
感
覚
か
ら
は
因
果
性
の
印
象
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
次
に
、
対
象
の
関
係
の
知
覚
か
ら
も
因
果
性

の
印
象
は
得
ら
れ
ぬ
。
　
「
…
…
私
は
、
因
果
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
二
対
象
に
目
を
向
け
、
そ
れ
ら
を
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
曾

て
吟
味
す
る
。
直
ち
に
、
二
対
象
が
時
空
上
隣
接
し
て
お
る
こ
と
、
ま
た
原
因
と
呼
ば
れ
る
対
象
が
結
果
と
呼
ば
れ
る
対
象
に
〔
時
間
上
〕

先
行
し
て
お
る
こ
と
を
、
知
覚
す
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
は
一
事
例
に
於
て
は
進
み
得
ず
、
対
象
間
に
〔
必
然
的
結
合
の
ご
と
き
〕
何
か

第
三
の
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」
（
ゴ
繍
）
。

　
以
上
は
、
因
果
性
が
外
的
対
象
に
於
て
知
覚
さ
れ
な
い
と
の
主
張
で
あ
る
が
、
内
的
対
象
に
つ
い
て
も
岡
様
で
あ
る
。
普
通
に
は
、
我

我
の
意
志
は
身
体
の
運
動
と
精
神
の
活
動
と
を
支
配
し
て
お
り
、
我
々
は
意
志
の
こ
の
力
を
意
識
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ヒ

ュ
ー
ム
は
こ
の
考
え
を
次
の
様
に
論
駁
す
る
。
　
「
身
体
の
運
動
は
意
志
の
命
令
に
続
い
て
生
じ
る
。
こ
の
事
実
を
我
々
は
常
に
意
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
結
果
を
生
じ
る
過
程
、
意
志
が
こ
の
非
常
な
働
き
を
為
す
力
は
、
痘
接
に
意
識
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
い
か
に
精
励

に
探
究
し
て
も
決
し
て
捉
え
ら
れ
得
ぬ
し
（
き
噂
①
㎝
）
。
彼
の
主
張
の
根
拠
は
三
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
心
身
の
因
果
関
係
ほ
ど
不

透
明
な
関
係
は
無
い
の
で
あ
る
（
国
①
伊
8
①
器
）
。
第
二
に
、
意
志
は
舌
や
指
を
支
子
す
る
が
、
内
臓
を
支
配
し
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
意
志

の
支
配
し
得
る
身
体
の
範
囲
は
、
意
志
と
身
体
運
動
と
の
継
起
の
経
験
に
依
っ
て
の
み
学
び
得
る
。
も
し
我
々
が
、
意
志
の
力
、
意
志
と

或
る
身
体
運
動
と
の
必
然
的
結
合
を
知
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
継
起
の
経
験
に
依
ら
ず
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
、
意
志
の
支
配
の
範
囲
と
そ
の

限
定
の
理
由
と
を
知
り
得
る
筈
で
あ
る
（
国
9
）
。
第
三
に
、
我
々
の
意
志
の
対
象
は
身
体
部
分
例
え
ば
足
の
運
動
で
あ
る
が
、
意
志
の
直

接
の
結
果
は
、
我
々
の
感
知
せ
ぬ
、
ま
た
意
図
さ
れ
た
事
象
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
、
動
物
精
気
の
運
動
で
あ
り
、
こ
れ
が
こ
れ
ま
た
我

我
の
感
知
せ
ぬ
生
理
的
過
程
を
経
て
、
や
っ
と
最
後
に
意
図
さ
れ
た
足
の
運
動
を
生
ず
る
。
も
し
我
々
が
意
志
が
足
の
運
動
を
生
む
力
を

知
っ
て
い
る
な
ら
ぽ
、
意
志
と
足
の
運
動
の
間
に
介
在
す
る
全
過
程
を
も
直
知
し
て
い
る
筈
で
あ
る
（
国
①
①
一
巽
）
。

　
意
志
に
依
る
心
的
活
動
の
支
配
に
つ
い
て
も
同
様
の
議
論
が
嶺
集
ま
る
。
第
一
に
、
我
々
が
意
志
に
依
っ
て
想
像
に
新
た
な
観
念
を
呼

　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
一
瓢
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折
口
学
研
究
　
　
第
五
｝
臼
二
ふ
1
七
口
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
四
［

び
起
す
際
、
我
々
は
、
意
志
の
主
体
た
る
精
神
の
本
性
と
呼
び
起
さ
れ
る
観
念
の
本
性
、
或
は
前
者
の
後
者
を
生
む
適
性
を
知
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
「
我
々
は
た
だ
出
来
事
を
、
即
ち
意
志
の
命
令
に
3
1
続
い
て
観
念
が
生
じ
る
こ
と
を
感
じ
る
の
み
で
あ
る
。
…
」
（
麟
㊦
o
。
）
。

第
工
に
、
意
志
の
支
配
の
及
ぶ
心
的
活
動
の
範
囲
は
、
意
志
の
支
配
す
る
身
体
の
範
囲
と
同
じ
く
、
経
験
的
に
の
み
知
り
得
る
（
国
Φ
c
。
”
鹸
、

①
認
…
8
ω
）
。
第
三
に
、
精
神
の
自
己
支
配
の
範
囲
は
場
合
に
応
じ
て
変
動
す
る
。
し
か
し
我
々
は
こ
の
意
志
の
力
の
変
動
を
経
験
的
に
知

る
の
み
で
、
こ
の
変
動
が
依
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
「
穫
る
隠
れ
た
機
構
」
を
全
く
知
ら
な
い
（
国
①
G
。
…
①
り
）
。

　
以
上
の
議
論
に
依
っ
て
ヒ
ュ
、
ー
ム
は
、
外
的
事
象
に
も
内
的
事
象
に
も
因
果
の
必
然
性
は
知
覚
さ
れ
ぬ
と
結
論
す
る
。
　
「
あ
ら
ゆ
る
事

象
は
全
く
繋
り
が
な
く
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
、
一
つ
の
事
象
が
他
の
事
象
に
続
い
て
生
じ
る
。
し
か
し
両
者
の
繋
り
を
我
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

は
決
し
て
見
得
ぬ
。
両
老
は
相
伴
っ
て
は
い
る
が
、
決
し
て
結
合
し
て
い
る
と
は
見
え
な
い
」
（
胸
ミ
）
。

三
　
》
●
寓
ざ
ぴ
O
詳
Φ
の
実
験

五
　
　
今
、
因
果
性
の
知
覚
の
問
題
に
暫
く
留
り
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
議
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
に
、
蹴
る
視
覚
的
刺
戟
対
象
を
一
定

の
条
件
下
に
提
示
す
る
こ
と
に
依
り
、
被
験
者
に
妊
る
種
の
「
因
果
的
印
象
」
が
ま
ざ
ま
ざ
と
生
じ
る
こ
と
を
、
実
験
的
に
確
か
め
た
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

理
学
者
が
居
る
。
ζ
δ
ゴ
。
酔
8
は
二
つ
の
典
型
実
験
を
行
っ
た
。
い
ず
れ
に
於
て
も
被
験
老
の
前
に
衝
立
を
置
く
。
衝
立
に
は
横
方
向
に

細
長
い
隙
閥
が
あ
い
て
お
り
、
こ
の
隙
間
の
中
央
に
赤
色
正
方
形
（
対
象
B
）
が
あ
り
、
赤
色
正
方
形
の
左
に
少
し
離
れ
て
黒
色
正
方
形

（
対
象
A
）
が
あ
る
。
実
験
一
に
於
て
は
、
A
が
あ
る
黒
駁
に
右
方
に
動
き
始
め
、
隙
間
の
中
を
等
速
度
で
B
の
方
に
移
動
し
、
B
に
接

触
す
る
と
停
止
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
B
は
右
に
A
と
等
し
い
速
度
で
動
き
始
め
、
一
定
駆
離
を
進
ん
だ
後
停
止
す
る
。
実
験
二
に
於
て

は
、
初
め
の
部
分
は
実
験
一
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
A
と
B
は
接
触
後
、
共
に
A
の
最
初
の
速
度
と
等
し
い
速
度
で
右
方
に
移
動
し
、

＝
疋
距
離
を
進
ん
だ
後
両
者
共
停
止
す
る
。

　
観
察
者
の
殆
ん
ど
が
、
実
験
一
で
は
「
A
が
B
を
打
ち
飛
ば
し
た
」
と
の
印
象
を
報
告
し
、
実
験
二
で
は
「
A
が
B
を
押
し
遣
っ
た
、



　
　
A
が
B
を
連
れ
て
行
っ
た
」
と
い
う
印
象
を
報
告
し
た
。
］
≦
o
ぴ
。
偉
Φ
は
こ
れ
ら
二
つ
の
典
型
実
験
を
そ
れ
ぞ
れ
、
「
打
飛
ば
し
効
果
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
「
連
行
効
果
」
と
名
付
け
た
。
　
「
打
ち
飛
ば
す
篇
、
「
押
し
遣
る
」
は
共
に
或
る
因
果
的
作
用
を
記
述
す
る
語
で
あ
り
、
彼
は
、
爾
実
験
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
於
て
被
験
者
は
運
動
の
産
出
と
い
う
因
果
的
作
用
を
「
知
覚
し
た
」
或
は
「
直
接
経
験
し
た
篇
と
考
え
る
。

　
　
　
そ
の
こ
と
を
確
か
め
る
為
に
、
彼
は
手
始
め
に
両
実
験
を
少
し
変
え
て
、
A
が
B
に
接
触
す
る
瞬
間
と
B
が
動
き
始
め
る
瞬
間
と
の
問

　
　
に
、
A
と
8
が
接
触
し
た
ま
ま
静
止
し
て
い
る
短
い
期
間
を
置
い
た
。
そ
う
す
る
と
因
果
的
作
用
の
印
象
は
全
く
消
失
し
、
被
験
者
は

　
　
「
A
が
B
に
近
づ
き
当
た
り
停
止
し
、
A
と
B
は
二
色
の
長
方
形
と
い
う
一
塊
り
の
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
光
景
と
は
全
く
独
立

　
　
な
別
の
光
景
と
し
て
、
実
験
一
で
は
B
が
A
か
ら
離
れ
て
動
き
去
り
、
実
験
二
で
は
二
色
の
一
塊
り
が
一
全
体
と
し
て
動
き
去
っ
た
」
と

　
　
い
う
報
告
を
し
た
。
典
型
実
験
で
は
、
接
触
の
前
と
後
の
二
事
象
が
「
内
的
遵
関
を
有
し
」
、
前
の
事
象
が
後
の
事
象
を
「
生
む
」
の
に

　
　
対
し
、
変
形
実
験
で
は
、
明
ら
か
に
別
々
の
二
事
象
が
継
起
し
た
だ
け
で
、
因
果
姓
の
印
象
は
全
く
生
じ
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
観
察
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
が
一
致
し
て
、
典
型
実
験
と
変
形
実
験
と
で
は
印
象
が
根
本
的
に
異
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
Q

　
　
　
そ
こ
で
ヨ
一
畠
。
＃
⑦
は
、
「
連
行
効
果
」
実
験
の
後
半
部
分
を
十
分
長
く
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
一
貫
し
た
こ
の
実
験
の
う
ち
に
三
つ

　
　
の
継
起
す
る
局
面
を
区
別
で
き
た
。
第
一
局
面
で
は
、
二
対
象
A
と
B
が
あ
り
、
A
が
B
の
方
向
に
運
動
し
B
と
合
す
る
。
第
三
局
面
で

　
　
は
、
A
と
B
は
二
色
の
｛
長
方
形
と
い
う
金
体
形
態
に
統
合
さ
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
業
体
C
が
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
一
局

　
　
薇
で
の
A
の
運
動
が
、
第
三
局
薗
で
は
A
と
B
を
部
分
と
す
る
新
し
い
鮒
象
C
の
運
動
と
化
し
て
い
る
。
運
動
基
体
の
交
代
は
第
二
局
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
で
生
じ
て
お
り
、
第
二
局
面
こ
そ
「
因
果
的
印
象
し
を
生
む
の
に
決
定
的
役
割
を
果
し
て
い
る
。

　
　
　
第
ご
局
藏
の
特
質
を
考
慮
し
て
、
竃
凱
6
馨
は
「
連
行
効
果
』
に
於
け
る
「
因
果
的
印
象
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
説
明
理
論
を
立
て
る
Q
第
～
局

　
　
爾
に
於
て
刺
戟
条
件
に
対
応
し
て
観
察
さ
れ
た
、
知
覚
現
象
上
に
於
け
る
、
対
象
A
と
B
の
対
象
と
し
て
の
区
別
と
運
動
的
相
違
（
運
動
す
る
A
と
、
静

　
　
止
し
か
つ
無
力
な
B
）
と
が
、
第
二
局
颪
に
於
て
も
暫
定
的
に
維
持
さ
れ
る
（
「
永
続
傾
向
」
）
◎
し
か
し
第
二
局
面
は
、
刺
戟
条
件
の
変
化
（
B
の
運
動

　
　
開
始
）
と
共
に
始
ま
っ
て
お
り
、
A
と
B
は
、
「
共
通
運
命
の
原
理
」
に
依
っ
て
、
い
ず
れ
は
、
単
一
運
動
を
為
す
（
「
運
動
統
合
し
）
単
一
対
象
（
「
対
象
統

917　
　
　
　
　
　
ヒ
ュ
：
ム
の
折
工
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
高
五
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研
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万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

合
」
）
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
Q
こ
こ
で
「
永
続
の
傾
向
」
と
「
統
合
の
傾
向
扁
と
は
相
反
す
る
要
求
と
な
る
。
こ
の
二
傾
向
の
調
停
は
、
「
運
動
統
合
」

と
そ
の
運
動
の
「
現
象
的
二
重
化
」
と
に
依
っ
て
為
さ
れ
る
。
即
ち
、
第
二
局
面
で
は
運
動
と
し
て
は
既
に
単
一
運
動
が
経
験
さ
れ
る
（
「
運
動
統
合
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

が
、
運
動
の
基
体
の
統
合
（
「
対
象
統
合
」
）
は
未
だ
生
ぜ
ず
、
そ
の
単
一
運
動
が
（
第
一
局
爾
か
ら
連
続
し
て
い
る
）
A
の
運
動
で
あ
り
（
「
運
動
拡
張
し
）
、

B
は
そ
の
単
一
運
動
に
与
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
B
自
身
の
運
動
で
は
な
く
「
単
な
る
場
所
的
移
動
」
に
過
ぎ
ず
、
B
は
乗
だ
に
第
一
局
面
で
と
同
じ
く

「
無
力
し
で
あ
る
、
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
「
現
象
的
二
重
化
」
）
。
こ
う
い
う
構
造
の
知
覚
体
調
を
有
す
る
第
二
局
面
が
束
の
問
成
立
し
て
、
す
ぐ

に
第
三
局
爾
に
移
り
、
そ
こ
で
対
象
A
と
B
の
「
対
象
統
合
」
も
成
立
し
て
、
A
と
B
を
単
な
る
部
分
と
し
て
含
む
二
色
長
方
形
の
一
対
象
C
の
単
一
運

動
が
経
験
さ
れ
る
。
第
三
局
面
の
統
合
は
、
第
ご
局
面
で
既
に
成
立
し
て
い
る
「
運
動
統
合
」
に
、
「
対
象
統
合
」
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
全
体
的

　
　
　
　
　
　
（
8
）

統
合
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
「
連
行
効
果
」
実
験
の
、
短
時
間
で
消
滅
す
る
第
二
局
面
こ
そ
、
「
因
果
性
の
印
象
」
を
生
む
過
程
で
あ
る
。
観
察
者
が
そ
こ
で
得
る

印
象
で
は
、
自
ら
運
動
し
て
い
る
の
は
A
の
み
で
あ
り
、
B
は
動
き
始
め
て
は
い
る
が
無
力
で
あ
る
。
先
に
自
ら
運
動
し
て
い
た
A
が
、

運
動
を
続
け
つ
つ
、
未
だ
に
無
力
な
B
を
動
か
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
A
が
B
の
位
置
移
動
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
観
察
者
は
こ
の

印
象
を
「
A
が
B
を
押
し
遣
っ
た
」
と
し
か
述
べ
様
が
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
表
現
で
は
印
象
を
十
全
に
伝
達
し
得
な
か
っ

　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

た
の
で
あ
る
G
か
く
し
て
鼠
δ
ぴ
。
暮
㊦
は
、
因
果
性
の
知
覚
は
対
象
の
運
動
の
知
覚
と
同
程
度
に
「
客
観
的
で
あ
る
」
と
結
論
す
る
。

六
　
　
我
々
は
、
「
因
果
性
は
知
覚
し
得
る
。
真
正
の
因
果
的
印
象
が
与
え
ら
れ
る
篇
と
い
う
冨
宕
ゴ
。
舞
Φ
の
主
張
を
、
「
知
覚
に
於
て
、

因
果
的
連
関
の
成
立
を
判
定
す
る
為
の
手
掛
り
が
与
え
ら
れ
る
」
と
い
う
主
張
と
兇
養
し
、
こ
れ
を
受
容
れ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

る
G

　
我
々
は
、
我
々
が
知
覚
に
依
っ
て
、
外
的
事
象
問
の
因
果
連
関
の
判
定
に
、
結
局
は
成
功
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
注
籍
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
　
「
因
果
性
は
知
覚
さ
れ
る
か
」
と
い
う
問
題
は
、
よ
り
正
確
に
定
式
化
す
れ
ぽ
「
因
果
的
作
用
を
充
分
賞
辞
に
判
定
す
る
為
の
手

掛
り
が
知
覚
に
於
て
与
え
ら
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
球
突
の
二
球
が
運
動
伝
達
を
行
う
と
き
、
「
運
動
伝
達
の
物
理
法
輪
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的
仕
組
み
が
知
覚
さ
れ
る
か
」
と
問
わ
れ
れ
ば
、
答
は
「
否
」
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
間
は
、
本
来
知
覚
さ
れ
様
の
無
い
も
の
が
知
覚
さ

れ
得
る
か
と
い
う
問
で
あ
り
、
答
は
自
明
で
あ
る
。
よ
り
意
味
あ
る
問
は
、
「
運
動
伝
達
に
つ
い
て
判
断
す
る
為
の
知
覚
的
手
掛
り
が
あ

る
か
」
と
い
う
問
で
あ
り
、
答
は
「
然
り
」
で
あ
ろ
う
。

七
　
　
因
果
的
作
用
の
知
覚
的
手
掛
り
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
因
果
的
作
用
の
種
類
に
応
じ
て
異
る
で
あ
ろ
う
が
、
］
≦
8
ゲ
。
簿
Φ

の
「
打
飛
ば
し
効
果
」
と
「
連
行
効
果
」
の
実
験
で
は
、
心
理
現
象
的
に
は
「
A
が
B
を
打
ち
飛
浮
し
た
」
或
は
「
A
が
B
を
押
し
遣
っ

た
」
と
の
「
因
果
的
印
象
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
現
象
に
対
応
す
る
刺
戟
条
件
の
方
で
は
、
二
対
象
の
接
触
静
止
時
間
の
短
い
こ
と
で
あ

る
。

　
因
果
的
作
用
の
一
般
的
な
知
覚
的
手
掛
り
が
何
で
あ
る
か
は
、
］
≦
o
げ
。
簿
Φ
と
は
独
立
に
、
因
果
作
用
が
知
覚
さ
れ
得
る
と
主
張
し
た
、

O
・
8
U
鐸
8
器
Φ
の
考
え
を
見
る
と
、
さ
ら
に
明
瞭
と
な
る
。
U
環
。
器
の
①
は
、
因
果
作
用
が
、
単
に
推
論
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
直
接
知

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

覚
さ
れ
る
と
主
張
し
た
が
、
そ
れ
は
、
因
果
関
係
を
最
初
か
ら
、
知
覚
さ
れ
得
る
よ
う
な
時
問
的
空
間
的
関
係
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
に

依
っ
て
、
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
因
果
性
を
、
事
態
S
と
二
事
象
（
変
化
）
C
と
E
の
三
項
関
係
と
し
て
定
義
す
る
。
具
体
的

個
別
的
経
験
に
於
て
、
一
事
態
S
が
あ
り
、
そ
の
中
で
一
事
象
（
変
化
）
C
が
別
の
事
象
（
変
化
）
E
の
直
前
に
直
接
し
て
生
じ
、
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

事
態
S
中
に
は
C
と
E
以
外
の
事
象
（
変
化
）
が
無
い
と
き
、
「
C
は
E
の
原
困
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
と
定
義
す
る
。
こ
の
定
義
か
ら

当
然
「
翻
る
変
化
が
、
他
の
変
化
の
直
前
に
直
接
し
て
生
じ
た
唯
～
の
変
化
で
あ
る
こ
と
を
、
知
覚
す
る
度
毎
に
、
我
々
は
因
果
関
係
を

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

〔
直
接
〕
観
察
す
る
一
こ
と
と
な
る
Q
我
々
は
U
暮
器
ω
Φ
の
因
果
性
の
定
義
を
、
因
果
的
作
用
に
関
す
る
一
般
的
な
知
覚
上
の
直
接
的

手
掛
り
の
定
義
と
見
倣
す
こ
と
が
出
来
る
。
（
間
接
的
手
掛
り
と
し
て
は
、
二
つ
の
量
の
相
関
的
同
時
変
動
が
、
有
力
で
あ
ろ
う
。
）

　
　
　
　
　
四
　
「
因
果
性
の
知
…
覚
」
の
哲
学
的
意
味

八
　
　
］
≦
ざ
げ
。
暮
⑦
と
U
子
器
。
・
ω
は
共
に
「
囚
果
性
が
具
体
例
に
於
て
知
覚
さ
れ
る
」
と
主
張
し
た
、
我
々
は
こ
の
主
張
を
あ
る
意
味
で

　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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暫
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六
八

認
め
た
。
さ
て
三
春
の
主
張
に
通
ず
る
例
と
し
て
、
球
突
の
二
球
A
と
B
の
衝
突
に
よ
る
運
動
伝
達
を
考
え
て
み
よ
う
。
ζ
8
げ
。
簿
⑦
と

U
ρ
8
ω
ω
Φ
に
依
れ
ば
、
唯
一
度
の
観
察
に
於
て
、
「
A
の
衝
突
が
B
の
運
動
を
生
ん
だ
」
と
い
う
因
果
的
作
用
が
知
覚
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
知
覚
に
基
い
て
、
「
次
の
機
会
に
も
A
の
衝
突
が
必
ず
B
の
運
動
を
生
む
」
と
断
書
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
「
否
し
で
あ

る
。
こ
の
間
と
答
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
因
果
的
作
用
の
知
覚
の
哲
学
的
意
味
は
こ
こ
で
決
ま
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
間
こ
そ
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
原
因
と
結
果
の
必
然
酌
結
合
の
知
覚
を
否
定
し
た
際
の
問
で
あ
っ
た
。
　
コ
事
例
に
於
て
一
対
象
が
他
の

対
象
を
生
ん
だ
こ
と
が
力
の
存
在
を
含
意
し
、
こ
の
力
が
そ
の
結
果
と
結
合
し
て
い
る
と
、
し
ぼ
し
認
め
た
と
せ
よ
。
し
か
し
、
力
は
原

因
と
さ
れ
る
対
象
の
感
覚
的
性
質
に
は
存
せ
ず
、
ま
た
我
々
に
現
前
す
る
の
は
感
覚
的
性
質
の
み
で
あ
る
…
…
か
ら
、
他
の
事
例
に
曾
て
、

同
じ
感
覚
的
姓
質
が
現
わ
れ
た
か
ら
と
て
そ
の
こ
と
に
の
み
基
い
て
、
や
は
り
同
じ
力
が
存
在
す
る
と
、
何
故
決
め
て
か
か
る
の
か
と
私

は
問
い
た
い
Q
過
去
の
経
験
に
訴
え
て
も
今
の
場
合
何
も
決
ま
ら
ぬ
。
せ
い
ぜ
い
、
他
方
を
生
ん
だ
そ
の
対
象
が
丁
度
そ
の
時
は
そ
う
い

う
力
を
鮪
え
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
得
る
だ
け
で
あ
る
。
同
じ
力
が
同
じ
対
象
、
乃
至
同
じ
感
覚
的
性
質
の
集
合
、
の
う
ち
に
必
ず
持
続

す
る
と
い
う
こ
と
を
、
い
わ
ん
や
、
似
た
力
が
似
た
感
覚
的
性
質
に
常
に
穏
伴
う
と
い
う
こ
と
を
、
証
明
す
る
こ
と
は
決
し
て
出
来
ぬ
」

（
↓
O
同
鴇
　
∩
活
・
　
閃
戯
も
Q
－
刈
心
）
。

　
U
二
〇
ロ
・
ω
ω
c
ゆ
に
依
れ
ば
彼
自
身
菊
●
ζ
’
○
既
Φ
か
ら
こ
れ
と
同
様
の
反
論
を
受
け
た
Q
U
離
8
ω
ω
Φ
の
因
果
性
の
定
義
は
、
「
完
金
な
実
験
扁

を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
「
正
確
」
に
次
の
如
く
為
さ
れ
る
。
e
具
体
的
な
一
事
態
⑤
が
あ
る
と
し
、
◎
事
態
亀
の
う
ち
に
亀
の
特
定
の

瞬
間
M
に
具
体
的
な
変
化
q
が
生
じ
た
と
し
、
⇔
変
化
q
．
の
直
後
に
事
態
＄
の
う
ち
に
別
の
具
体
的
な
変
化
島
が
生
じ
た
と
し
、
⑳
事
態

亀
の
う
ち
に
、
二
変
化
q
と
旦
を
含
む
期
間
内
に
、
生
じ
た
変
化
は
、
q
と
島
の
み
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
S
、
q
、
歎
の
普
遍
的

特
微
、
即
ち
特
性
と
量
と
は
、
伽
7
6
全
に
確
定
し
て
い
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
普
遍
的
特
徴
を
S
、
C
、
E
で
表
わ
す
。
こ
の
と
き
、

こ
の
S
に
於
て
生
じ
た
こ
の
変
化
C
は
、
こ
の
S
に
於
て
生
じ
た
こ
の
変
化
E
に
対
し
て
、
因
果
的
に
十
分
置
あ
り
（
C
は
E
の
原
茜
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

あ
っ
た
）
か
つ
摺
果
酌
に
必
要
で
あ
っ
た
（
C
は
£
の
条
件
で
あ
っ
た
）
と
意
わ
れ
る
。
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こ
の
定
義
に
対
し
て
為
さ
れ
た
○
¢
。
囲
⑦
の
反
論
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
、
普
遍
的
特
徴
S
を
持
つ
事
態
哉
が
生
じ
、
事
態
亀
の
特
定
の

瞬
間
M
に
、
普
遍
的
特
徴
C
を
有
す
る
変
化
9
が
生
じ
、
そ
の
瞬
間
M
で
は
9
が
毒
態
亀
に
於
け
る
唯
一
の
変
化
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ

の
仮
定
と
上
の
定
義
と
か
ら
は
、
「
M
の
直
後
に
普
遍
的
特
徴
£
を
有
す
る
よ
う
な
変
化
璃
が
、
事
態
3
、
の
う
ち
に
生
じ
る
こ
と
が
、
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

果
的
に
必
然
化
さ
れ
る
」
と
い
う
結
論
は
、
論
理
的
に
は
演
繹
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
∪
¢
8
ω
ω
①
に
依
る
因
果
性
の
定
義
は
、
因
果
作
用

の
一
…
様
性
を
含
意
し
な
い
。

　
こ
の
反
論
に
答
え
て
U
¢
o
器
ω
Φ
は
、
「
S
に
於
け
る
、
C
に
依
る
E
の
、
因
果
的
産
出
が
一
様
で
あ
る
こ
と
は
、
先
の
因
果
性
の
定
義

が
、
普
遍
的
特
微
に
の
み
関
っ
て
い
て
、
特
定
の
時
と
場
所
に
鷺
及
し
て
い
ぬ
こ
と
に
依
っ
て
、
論
理
的
に
保
証
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ

　
　
（
1
6
）

て
い
る
。

　
こ
の
筈
弁
は
誤
っ
て
い
る
。
い
か
に
「
完
全
な
」
実
験
を
想
定
し
よ
う
と
、
そ
れ
が
「
実
験
し
で
あ
る
隈
り
、
普
遍
的
特
徴
の
組
合
せ

S
・
C
・
E
が
一
度
出
現
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
同
じ
組
合
せ
の
出
現
が
、
部
分
的
な
組
合
せ
S
・
C
の
出
現
に
依
っ
て
、
論
理
的
に
必

然
化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
】
）
蓉
器
。
・
①
の
因
果
性
の
定
義
を
、
因
果
の
結
合
の
法
則
的
～
様
性
を
論
理
的
に
含
む
よ
う
に
読
む
な
ら
ぽ
、

そ
の
と
き
は
既
に
、
定
義
さ
れ
た
因
果
性
は
知
覚
さ
れ
な
い
も
の
に
化
し
て
い
る
。
他
方
、
も
し
知
覚
し
得
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
即

ち
具
体
的
送
別
的
な
も
の
と
し
て
因
果
作
用
を
定
義
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
作
用
は
、
法
則
的
普
遍
性
を
論
理
的
に
は
保
証
さ
れ
得
な

い
の
で
あ
る
。
二
兎
は
追
え
な
い
。
U
暮
霧
。
。
Φ
は
因
果
作
用
の
知
覚
可
能
性
の
哲
学
的
意
味
を
見
失
っ
て
い
る
G

　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
心
理
学
者
の
鍵
8
ぴ
。
簿
Φ
の
方
が
哲
学
的
に
正
し
い
Q
彼
は
被
験
者
に
質
問
し
て
、
「
対
象
A
が
対
象

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

B
を
必
ず
打
ち
飛
ば
し
た
り
、
或
は
必
ず
押
し
遣
っ
た
り
す
べ
き
、
何
の
必
然
性
も
認
め
ら
れ
な
い
。
A
が
B
に
衝
突
し
た
後
静
止
し
、

か
つ
B
も
静
止
し
た
儘
で
あ
る
こ
と
も
、
十
分
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
い
う
答
を
得
、
こ
の
答
の
正
当
性
を
認
め
た
。
彼
に
依
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

そ
う
い
う
「
論
理
的
意
味
で
の
必
然
性
」
は
勿
論
知
覚
さ
れ
得
ぬ
が
、
し
か
し
「
強
制
の
意
味
で
の
事
実
的
必
然
性
偏
は
知
覚
さ
れ
る
。

九
　
　
我
々
は
］
≦
器
げ
。
簿
。
と
U
鶴
。
鋤
ω
ω
①
の
考
え
を
生
か
し
て
、
因
果
的
作
用
が
あ
る
意
味
で
知
覚
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
、
・
そ
の
こ
と

ヒ
ュ
ー
ム
の
醤
学

六
九
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哲
学
研
究
　
第
五
百
二
十
七
号

七
〇

の
哲
学
的
意
味
を
吟
味
し
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
因
果
性
の
知
覚
可
能
牲
を
否
定
し
た
が
、
そ
の
正
確
な
意
味
は
、
因
果
性
に
含
ま
れ
る
法
則

的
必
然
性
が
知
覚
さ
れ
得
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
我
々
も
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
球
突
の
二
球
の
衝
突
の
よ
う

な
具
体
事
例
で
は
、
或
る
意
味
で
因
果
的
作
用
が
知
覚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
「
一
球
が
他
球
を
打
ち
飛
ば
し
た
」
と
い
う
よ
う
な

因
果
的
判
断
の
手
掛
り
が
既
に
知
覚
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
個
別
的
な
因
果
的
連
関
の
判
断
と
、
普
遍
的

な
因
果
法
則
の
命
題
と
が
、
判
然
と
異
る
意
味
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
因
果
的
作
用
が
知
覚
さ
れ
る
の
は
、
二
事
象
の
継
起
の
事
態
の
全
体
が
観
察
さ
れ
た
後
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
「
或
る
個
別
的
事
態
亀
に
於
て
事
象
q
が
事
象
瑞
を
生
ん
だ
」
と
い
う
形
で
述
べ
ら
れ
る
。
亀
、
q
、
島
は
あ
く
ま
で

も
そ
の
場
限
り
の
具
体
的
個
別
約
な
事
態
と
事
象
で
あ
る
。
こ
の
具
体
的
事
例
に
限
れ
ば
、
q
は
、
私
を
現
実
に
生
ん
だ
こ
と
に
依
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

瓦
の
十
分
条
件
（
原
因
）
で
あ
っ
た
と
　
増
え
る
。
更
に
、
事
態
S
に
於
て
q
と
瑞
以
外
に
変
化
が
無
か
っ
た
と
す
れ
ぽ
、
当
然
、
「
事
態

亀
に
於
て
、
事
象
9
が
生
じ
な
か
っ
た
な
ら
ぽ
事
象
璃
は
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
主
張
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
q
は
取
の
必
要

　
　
　
、
　
、
　
、
（
1
8
）

条
件
で
あ
っ
た
と
君
え
る
。

　
「
鼠
に
於
て
q
が
瓦
を
生
ん
だ
、
q
が
臥
の
原
因
で
あ
っ
た
」
と
い
う
事
実
命
題
も
、
「
S
に
何
て
仮
に
q
が
生
じ
な
か
っ
た
と
す
れ

ば
璃
も
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
反
事
実
的
条
件
命
題
も
、
共
に
個
別
命
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
事
態
S
に
於
て
事
象
C

が
生
ず
れ
ば
常
に
事
象
E
が
生
じ
る
」
と
い
う
普
遍
的
法
剣
命
題
、
及
び
そ
れ
に
対
応
す
る
「
い
か
な
る
事
象
で
あ
れ
、
仮
に
そ
れ
が
事

態
S
に
於
け
る
事
象
C
で
あ
っ
た
と
す
れ
ぽ
、
事
象
E
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
反
事
実
的
条
件
命
題
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
異

る
。　

勿
論
、
個
別
的
因
果
連
関
に
関
す
る
命
題
と
普
遍
的
法
則
命
題
と
は
無
関
係
で
は
な
い
、
「
或
る
事
態
S
に
於
て
事
象
q
は
事
象
鶏
の

原
因
で
あ
っ
た
」
と
い
う
個
別
因
果
判
断
は
、
二
言
に
、
亀
と
同
じ
普
遍
的
特
微
S
を
有
す
る
す
べ
て
の
事
態
亀
に
於
て
、
q
と
同
じ

普
遍
的
特
徴
C
を
有
す
る
す
べ
て
の
事
象
q
は
、
常
に
、
瓦
と
同
じ
普
遍
的
特
徴
E
を
有
す
る
事
象
瑞
を
生
む
」
と
い
う
こ
と
を
我
々
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

期
待
さ
せ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
も
は
や
知
覚
さ
れ
得
る
事
柄
で
は
な
い
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
「
或
る
事
態
亀
」
は
、
因

果
的
作
用
の
知
覚
が
得
ら
れ
る
際
に
も
、
我
々
が
そ
れ
を
完
全
に
具
体
的
に
特
定
し
得
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
最
初
は
因
果
的
作

用
の
動
物
的
全
体
的
印
象
を
得
、
そ
の
後
、
S
に
於
て
C
が
E
を
常
に
生
む
為
の
必
要
十
分
条
件
が
侮
か
あ
る
筈
で
あ
る
と
考
え
つ
く
。

そ
の
後
章
に
経
験
或
は
実
験
を
繰
返
す
こ
と
に
依
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
う
い
う
条
件
を
よ
り
具
体
的
に
特
定
し
得
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
逆
に
、
普
遍
的
法
則
が
既
知
の
場
合
に
は
、
こ
れ
が
、
対
応
す
る
個
別
因
果
判
断
の
為
の
証
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
得
る
。

五
　
意
志
と
行
為

797

十
　
　
我
々
は
、
外
界
の
工
事
象
の
間
に
因
果
的
連
関
が
成
立
し
て
い
る
と
充
分
正
当
に
判
断
す
る
為
の
手
掛
り
が
、
知
覚
的
に
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
。
少
く
と
も
同
様
の
議
論
に
依
っ
て
、
我
々
の
個
々
の
意
志
作
用
と
そ
の
結
果
の
間
に
因
果
的
連
関
が
成
立
し

て
い
る
と
、
充
分
正
当
に
判
定
す
る
為
の
手
掛
り
が
、
内
的
経
験
に
於
て
与
え
ら
れ
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
ヒ
ュ
：
ム
が
意
志
と
そ
の
結
果
の
因
果
関
係
の
知
覚
を
否
定
し
た
第
一
の
理
由
は
、
我
々
が
、
意
志
が
そ
の
結
果
を
生
む
力
、
或
は
両

者
の
必
然
的
結
合
を
、
知
覚
し
得
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
第
三
の
理
由
は
、
意
志
と
そ
の
結
果
の
問
に
は
我
々
の
全
く
感
知
せ
ぬ
過
程
が
介
在

し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
本
論
第
四
節
）
。
我
々
は
こ
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
事
柄
自
体
は
彼
の
主
張
す
る
通
り
で
あ
る
こ
と
を
認

め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
よ
り
生
ず
る
帰
結
は
、
意
志
と
そ
の
結
果
の
因
果
結
合
の
法
則
的
必
然
性
と
そ
の
生
理
的
基
礎
は
知
覚
さ
れ
得

ぬ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
意
志
と
そ
の
結
果
の
問
に
因
果
的
連
関
が
成
立
し
て
い
る
と
判
断
す
る
為
の
手
掛
り

が
全
く
存
在
せ
ぬ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
　
「
意
志
作
用
C
と
そ
の
結
果
E
の
過
去
に
於
け
る
恒
常
的
相
伴
の
経
験
が
、
両
者
の
因

果
結
合
の
考
え
を
生
む
」
と
い
う
ヒ
ュ
ー
ム
の
説
に
は
圏
難
が
あ
る
。
恒
常
的
根
管
の
経
験
は
習
慣
的
期
待
を
生
み
、
「
C
は
常
に
E
を

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

伴
う
」
と
い
う
考
え
を
生
み
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
「
C
が
E
の
原
因
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
は
生
み
得
ぬ
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
事
例
に
於

て
、
因
果
結
合
の
法
劉
的
必
然
性
を
経
験
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
「
こ
の
意
志
作
用
が
こ
の
結
果
を
生
ん
だ
」
、
或
は
「
意
志
し

ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学

七
一
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七
二

987　
　
な
か
っ
た
な
ら
ぽ
こ
の
結
果
は
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
漏
と
判
断
す
る
に
充
分
正
当
な
手
掛
り
は
経
験
し
得
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
こ
の
判
断
は
経
験
的
な
も
の
で
あ
り
、
当
然
絶
対
に
確
実
な
も
の
で
は
な
い
。
後
の
経
験
が
こ
の
判
断
を
よ
り
確
か
に
或
は
よ
り
不
確
か

　
　
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
ず
個
々
の
場
合
に
因
果
的
作
用
の
成
立
を
判
断
し
て
い
な
け
れ
ぽ
、
因
果
性
の
考
え
は
決
し
て
生
じ
ぬ

　
　
で
あ
ろ
う
。

　
　
十
［
　
　
以
上
は
、
意
志
と
行
為
の
両
者
を
経
験
し
た
上
で
、
意
志
と
行
為
の
聞
に
因
果
的
連
関
が
成
立
し
て
い
た
と
判
断
す
る
場
合
、

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
即
ち
行
為
の
事
後
の
判
断
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
丁
度
外
的
知
覚
に
於
て
、
球
突
の
二
球
の
衝
突
の
直
後
に
、
運
動
伝
達
の
因
果
作
用

　
　
を
判
定
す
る
場
合
に
相
当
す
る
。
球
突
の
場
会
に
は
、
そ
の
後
、
球
A
が
別
の
静
止
し
た
球
B
に
衝
突
す
べ
く
接
近
す
る
の
を
見
て
も
、

　
　
そ
れ
だ
け
で
事
前
に
、
衝
突
後
髪
B
が
運
動
し
始
め
る
と
断
罪
す
る
論
理
的
必
然
性
は
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
意
志
の
場
合
に
は
、
意
志

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
が
あ
る
だ
け
で
事
前
に
、
必
ず
行
為
が
生
じ
る
と
書
え
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
儀
々
の
意
志
作
用
は
、
目
的
た
る
行
為
に
言
及
す
る
こ
と
に
依
っ
て
の
み
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
窓
を
開
け
よ
う
と
の
意
志
」

　
　
と
い
う
様
に
。
そ
れ
ゆ
え
私
は
、
私
の
現
在
の
意
志
の
う
ち
に
、
私
の
未
来
の
行
為
が
い
か
な
る
行
為
で
あ
る
か
を
、
直
接
見
得
る
の
で

　
　
あ
る
。
私
自
身
の
意
志
は
私
に
と
っ
て
言
わ
ば
「
透
明
」
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
私
は
、
私
の
現
在
の
意
志
が
未
来
に
現
実
の
行
為
を

　
　
生
む
こ
と
を
も
、
現
在
の
意
志
の
う
ち
に
透
明
に
見
て
取
る
。
私
の
現
在
の
意
志
は
、
私
の
未
来
の
行
為
を
予
製
す
る
為
の
単
な
る
経
験

　
　
的
証
拠
で
は
な
く
て
、
そ
の
存
在
を
論
理
的
に
含
意
す
る
原
因
で
あ
る
か
の
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
私
の
こ
の
意
志
が
未
来
に
或
る
行
為
を
必
ず
生
む
、
と
い
う
知
識
は
い
か
な
る
知
識
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
意
志
通
り
の
結
果
が
生
じ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
こ
と
も
あ
り
得
る
。
窓
枠
が
錆
び
付
い
て
い
て
、
窓
が
開
か
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
、
し
か
し
少
く
と
も
必
ず
、
私
は
窓
を
開
け
よ
う
と
試
み
る

　
　
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
「
窓
を
開
け
よ
う
と
試
み
よ
う
」
と
い
う
意
志
と
「
窓
を
開
け
よ
う
と
試
み
る
」
行
為
と
の
関
係
は
論
理
的
な
関
係

　
　
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
が
あ
る
行
為
を
意
志
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
我
々
が
そ
の
行
為
を
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
前

　
　
脅
し
て
い
る
。
我
々
は
、
我
々
に
は
為
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
な
行
為
は
、
意
志
の
可
能
的
対
象
か
ら
除
外
す
る
の
で



あ
る
。
し
か
る
に
、
あ
る
行
為
が
自
分
に
可
能
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
経
験
に
基
い
て
い
る
。
か
つ
て
出
来
た
か
ら
今
も
出
来
る
で
あ

ろ
う
と
い
う
、
能
力
の
持
続
に
つ
い
て
の
、
事
実
判
断
で
あ
る
。
或
は
少
く
と
も
、
今
迄
の
経
験
か
ら
推
量
っ
て
全
く
不
可
能
で
は
な
い

と
い
う
、
事
実
判
断
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
在
の
意
志
の
う
ち
に
未
来
の
現
実
の
行
為
が
透
明
に
見
え
る
と
し
て
も
、
こ
の
透
明
さ
は
、

純
粋
な
論
理
的
関
係
の
透
明
さ
で
は
な
い
と
考
え
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。

　
従
っ
て
、
意
志
と
そ
の
結
果
の
因
果
関
係
が
知
覚
さ
れ
ぬ
と
い
う
ヒ
ュ
ー
ム
の
主
張
の
第
二
の
理
由
、
即
ち
意
志
の
支
配
の
範
囲
は
経

験
的
に
の
み
知
ら
れ
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
は
知
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
事
柄
自
体
と
し
て
は
事
実
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な

い
Q

799

十
二
　
　
意
志
、
意
図
、
動
機
、
歓
求
等
々
の
心
的
事
象
の
う
ち
に
富
来
の
行
為
が
透
明
に
震
取
さ
れ
る
と
い
う
事
情
に
関
し
、
鷺
志
等
の
心
的
事
象
は

行
為
の
漂
因
で
は
あ
り
得
ぬ
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
近
来
活
溌
に
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
普
通
に
は
、
行
為
を
、
そ
れ
が
意
志
を
原
因
と
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
単
な
る
身
体
運
動
か
ら
区
別
す
る
。
》
』
●
窯
。
こ
窪
は
こ
の
説
の
含
む
困
難
を

　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

次
の
様
に
論
じ
た
。
異
る
意
志
は
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
た
る
行
為
に
雷
及
す
る
こ
と
に
依
っ
て
の
み
区
別
さ
れ
る
。
　
「
窓
を
開
け
よ
う
」
と
の
意
志
は
「
窓

を
開
け
る
扁
と
い
う
行
為
に
雷
及
し
て
の
み
他
の
意
志
か
ら
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
対
応
す
る
行
為
に
言
及
せ
ぬ
意
志
は
意
志
と
し
て
は
了
解
さ
れ
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ぬ
。
意
志
と
行
為
と
の
間
に
は
論
理
的
繋
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
も
し
、
一
つ
の
意
志
作
用
を
考
え
る
に
は
、
必
ず
そ
れ
を
一
つ
の
行
為
の

意
志
と
し
て
考
え
る
他
な
い
と
す
れ
ば
、
意
志
は
行
為
の
漂
函
と
は
な
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、
ヒ
ュ
；
ム
の
因
果
論
に
基
く
と
、
A
が

B
の
原
因
な
ら
ば
、
A
と
B
は
論
理
的
な
関
係
を
甚
し
て
は
な
ら
ず
、
A
を
単
に
「
8
を
生
む
隠
家
性
を
有
す
る
も
の
」
と
記
述
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

B
に
雷
及
せ
ぬ
記
述
が
可
能
な
筈
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
も
な
く
ば
、
「
A
は
B
を
生
む
」
と
い
う
命
題
は
、
「
B
を
生
む
も
の
が
B
を
生
む
」
と
い
う

無
力
な
も
の
に
堕
す
。
他
方
、
も
し
、
意
志
と
行
為
と
が
悶
果
的
関
係
を
有
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
筋
肉
を
動
か
そ
う
と
の
意
志
が
現
実
に
筋
肉
の
運
動

を
生
む
こ
と
は
経
験
に
依
っ
て
学
ぶ
他
な
く
、
始
め
て
そ
の
意
志
作
用
を
為
し
た
際
に
は
、
現
実
に
筋
肉
の
運
動
が
生
じ
る
と
僑
じ
る
理
由
は
全
く
無
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

従
っ
て
筋
肉
の
運
動
が
実
際
に
生
じ
た
な
ら
ば
そ
れ
を
見
て
驚
い
た
筈
で
あ
る
。
こ
れ
は
嘆
際
の
我
々
の
経
験
に
反
す
る
。

ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学

七
三
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七
四

　
こ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
は
、
霞
①
｝
α
象
に
依
れ
ば
、
意
志
説
の
含
む
論
理
的
不
整
合
に
由
来
す
る
。
即
ち
、
私
は
意
志
す
る
こ
と
に
依
っ
て
或
る
筋
肉
を
動

か
し
、
そ
の
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
に
依
っ
て
腕
を
上
げ
る
と
い
う
、
「
意
誌
説
」
に
含
ま
れ
る
「
意
志
作
用
」
の
考
え
は
、
全
く
両
立
し
得
ぬ
二
つ
の
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

え
、
即
ち
、
意
志
作
用
が
行
為
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
仮
定
と
、
意
志
は
行
為
の
意
志
で
あ
る
と
い
う
論
理
的
要
求
と
の
、
許
さ
れ
ぬ
結
合
か
ら
生
じ
た

　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の
　
よ

も
の
で
あ
る
。
窯
。
江
窪
自
身
は
先
の
デ
ィ
レ
ン
マ
の
葡
の
角
に
契
り
後
の
角
を
避
け
た
。
即
ち
、
意
志
が
行
為
と
論
理
的
繁
り
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

意
志
等
に
基
く
行
為
説
開
が
自
然
現
象
等
の
因
果
的
説
明
と
異
質
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
の
考
え
は
、
意
志
と
行
為
に
関
す
る
「
論
理
的
連
関

説
」
と
呼
ば
れ
る
。

十
三
　
　
「
意
志
説
」
、
或
は
こ
れ
を
一
般
化
し
て
、
意
志
、
意
図
、
動
機
、
欲
求
等
の
精
神
的
状
態
が
行
為
の
原
因
で
あ
る
と
主
張
す
る
「
行
為
園
果
説
鼠
、

を
批
判
し
た
竃
①
冠
⑦
コ
の
議
論
は
い
か
に
も
強
力
で
あ
る
、
し
か
し
我
々
が
既
に
見
た
と
こ
ろ
（
十
一
節
）
に
依
れ
ば
、
我
々
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る

行
為
し
か
鷺
志
せ
ず
、
挙
る
行
為
が
可
能
か
否
か
の
判
断
は
経
験
に
基
く
事
実
判
断
で
あ
り
、
従
っ
て
、
意
志
と
行
為
の
間
に
挙
る
種
の
概
念
上
の
繋
り

が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
こ
の
事
実
判
断
を
薗
提
し
て
お
り
、
純
粋
に
論
理
的
な
関
係
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
竃
①
匡
窪
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
因
果
論
の
帰
結
で
あ
る
と
し
て
採
っ
た
「
原
因
と
結
果
と
は
論
理
的
に
独
立
な
詑
述
を
許
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う

原
則
に
関
し
て
も
、
問
題
が
あ
る
。
ヒ
ュ
…
ム
は
確
か
に
「
結
果
は
原
因
と
全
く
異
る
」
（
閉
8
噂
G
。
9
蒙
・
↓
δ
）
と
述
べ
た
が
、
そ
の
意
味
は
、
突
詰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

め
れ
ば
、
原
因
と
さ
れ
る
対
象
と
結
果
と
さ
れ
る
対
象
と
は
異
る
存
在
で
あ
り
、
「
い
か
な
る
対
象
〔
の
存
在
〕
も
他
の
対
象
の
存
在
を
含
意
し
な
い
」

（
8
c
o
①
讐
　
O
漁
一
蹴
O
刈
）
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
意
志
と
行
為
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
が
概
念
上
独
立
で
な
く
と
も
、
事
象
と
し
て
異
れ
ば
（
事
実
、
両
者
に

は
階
間
上
の
ず
れ
が
可
能
で
あ
る
）
、
原
因
と
結
果
た
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

十
四
　
　
こ
の
点
、
即
ち
、
一
つ
の
意
志
の
特
性
が
そ
の
意
志
の
対
象
の
性
質
に
論
理
的
に
依
存
す
る
こ
と
は
、
意
志
の
生
起
が
意
志
の
対
象
の
実
現
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

論
理
的
に
独
立
で
あ
る
こ
と
と
、
充
分
両
立
し
得
る
と
い
う
点
に
注
意
し
て
、
○
曾
踏
匿
く
。
嵩
葦
哩
二
は
「
論
理
的
連
関
説
」
を
修
正
し
た
。
く
・
芝
門
…
σ
Q
匿

の
第
一
の
作
業
は
、
実
践
的
推
理
の
前
提
（
行
為
者
の
意
図
の
成
立
の
主
張
を
含
む
）
と
結
論
（
行
為
者
の
行
為
着
手
の
成
立
の
主
張
）
と
が
独
立
に
検

証
さ
れ
る
か
ど
う
か
吟
味
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
の
吟
味
に
依
れ
ば
、
行
為
者
が
行
為
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
（
実
践
的
推
理
の
結
論
）
を
検
証
す
る

為
に
は
、
行
為
者
の
或
る
意
図
（
実
践
的
推
理
の
前
提
）
を
検
証
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
逆
に
行
為
者
の
意
図
を
検
証
す
る
為
に
は
、
行
為
者
の
直
る
意
図
的
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（
2
5
）

行
為
を
検
証
ぜ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
実
践
的
推
理
の
前
提
と
結
論
と
の
繋
り
は
経
験
的
因
果
的
な
も
の
で
は
な
く
概
念
的
論
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

徹
さ
れ
、
論
理
的
連
関
説
は
本
質
的
に
は
正
し
い
と
さ
れ
る
。
た
だ
く
．
≦
ユ
α
q
窯
は
、
実
践
的
雄
理
の
前
提
（
意
図
の
成
立
）
が
結
論
（
行
為
の
実

　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

現
）
を
純
論
理
的
に
合
意
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
、
そ
の
理
由
を
、
実
践
的
推
理
が
行
為
の
事
後
に
そ
れ
を
弁
明
乃
至
正
当
化
す
る
為
に
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

る
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
「
実
践
的
推
理
の
必
然
性
は
言
わ
ば
行
為
の
事
後
に
考
え
ら
れ
る
必
然
性
で
あ
る
し
。
こ
の
最
後
の
点
は
先
に
、
個
別
園
果
判
断

に
つ
い
て
我
々
が
得
た
知
見
と
一
致
す
る
。

　
≦
芝
鳳
α
Q
欝
の
第
二
の
結
論
は
、
屠
的
論
的
（
乃
至
意
図
論
黒
黒
盃
行
為
論
的
）
説
明
の
対
象
は
行
為
で
あ
り
、
因
果
的
説
明
の
対
象
は
身
体
的
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

乃
至
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
の
対
象
が
異
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
竃
Φ
置
窪
と
同
じ
考
え
で
あ
る
。

　
で
は
、
行
動
の
中
の
同
じ
無
蓋
が
同
時
に
、
身
体
運
動
と
し
て
因
果
的
に
も
、
ま
た
行
為
と
し
て
目
的
論
的
に
も
、
説
明
さ
れ
得
ぬ
で
あ
ろ
う
か
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
が
≦
≦
ユ
σ
q
窯
の
第
三
の
問
題
で
あ
っ
た
。
棚
か
ら
書
物
を
取
ろ
う
と
い
5
緕
的
で
意
図
的
に
腕
を
上
げ
た
と
す
る
。
丁
度
そ
の
と
き
に
、
私
の
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
あ
る
過
程
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
が
私
の
腕
の
上
が
る
の
に
十
分
な
条
件
で
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
と
す
る
。
く
・
芝
H
軽
諄
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
私

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が
腕
を
上
げ
た
と
い
う
前
渡
を
取
消
す
心
要
は
な
い
と
考
え
る
。
行
動
を
行
為
と
し
て
目
的
論
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
、
同
じ
行
動
が
ヒ
ュ
ー
ム
的
な
漂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

因
を
有
す
る
こ
と
と
、
両
立
し
得
る
と
い
う
、
「
両
立
可
能
説
」
を
採
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

十
五
　
　
く
。
≦
贋
凶
α
Q
ぼ
の
実
践
論
理
的
連
関
説
で
は
、
ζ
色
儀
窪
の
説
の
極
端
さ
が
緩
和
さ
れ
て
お
り
、
特
に
意
図
と
行
為
の
論
理
的
繋
り
が
純
論
理
的

関
係
か
ら
明
示
的
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
聞
の
行
為
に
関
わ
る
主
観
的
現
象
的
側
面
と
客
観
的
生
理
的
糊
颪
の
峻
別
が
残
り
、
意
図
そ
の
も

の
を
行
為
の
原
因
と
見
倣
す
可
能
監
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
我
々
の
竃
Φ
幕
榔
に
対
す
る
批
判
の
第
一
点
が
く
．
≦
尊
墨
に
も
当
嵌
ま
る
。

　
ま
た
意
図
と
行
為
の
一
方
の
成
立
を
検
証
す
る
為
に
は
他
方
の
成
立
を
も
検
証
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
意
図
と
行
為
が
存
在
と
し
て
も
同
一

で
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
。
従
っ
て
、
く
噂
法
話
ぽ
は
工
失
を
凝
ら
し
た
が
、
ζ
Φ
匡
窪
に
対
す
る
我
々
の
批
判
の
第
二
点
が
く
・
≦
吋
面
冨

に
も
や
は
り
当
嵌
ま
る
。

　
そ
の
う
ち
に
未
来
の
行
為
が
見
え
る
と
い
う
、
意
志
や
意
図
や
欲
求
の
透
明
さ
は
、
我
々
自
身
が
意
図
等
と
行
為
と
の
原
因
春
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す

る
と
思
わ
れ
る
。
京
た
、
意
図
等
の
記
述
が
外
的
な
行
為
に
関
す
る
言
及
を
必
然
的
に
含
む
こ
と
は
、
我
々
の
日
常
言
語
が
既
に
二
七
的
世
界
に
関
す
る

ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学

七
五



　
　
　
　
　
　
哲
愚
ず
研
究
　
　
第
五
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万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
轟
ハ

02
8
　
或
る
特
定
の
理
論
を
負
荷
し
て
い
る
事
態
を
表
わ
し
て
い
み
。
し
か
し
、
心
的
状
態
が
そ
れ
の
外
的
行
動
的
基
準
に
言
及
せ
ず
に
は
記
述
出
来
ぬ
と
し
て

　
　
も
、
両
者
が
存
在
と
し
て
同
一
で
あ
る
と
か
、
い
わ
ん
や
、
心
的
状
態
が
存
在
せ
ぬ
と
か
い
う
こ
と
に
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
　
十
六
　
　
行
為
の
問
題
を
考
え
る
際
に
は
、
知
覚
の
問
題
と
の
類
推
を
行
う
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。
両
者
は
心
身
問
題
の
両
輪
を
成
し
て
お
り
、
　
方
の

　
　
問
題
に
つ
い
て
の
或
る
解
決
法
が
妥
当
か
否
か
は
、
他
方
の
問
題
に
も
同
型
の
解
決
法
が
妥
慰
す
る
か
否
か
を
見
る
こ
と
に
依
っ
て
、
あ
る
程
度
判
定
で

　
　
ぎ
よ
う
。

　
　
　
我
々
の
麗
々
の
感
覚
知
覚
は
、
知
覚
対
象
に
言
及
し
て
の
み
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
知
覚
に
於
て
は
、
い
わ
ば
、
結
果
（
知
覚
的
意
識
）
が
原
因
の
～
部

　
　
分
（
知
覚
対
象
）
に
欝
及
せ
ず
に
は
記
述
さ
れ
得
ぬ
Q
も
し
行
為
に
関
す
る
論
理
的
運
関
説
が
妥
嶺
性
を
有
す
る
な
ら
ば
、
知
覚
に
関
し
て
も
そ
れ
と
同

　
　
型
の
論
法
が
妥
当
す
る
筈
で
あ
り
、
知
覚
対
象
と
知
覚
的
意
識
と
の
関
係
が
菌
果
関
係
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
も
そ
う
い
う
説
が
あ
る
。
知
覚

　
　
的
意
識
の
知
覚
対
象
に
対
す
る
関
係
は
伝
統
的
に
志
向
的
関
係
と
呼
ば
れ
て
い
る
Q
し
か
し
こ
こ
で
も
、
知
覚
対
象
を
知
覚
の
原
因
と
は
別
の
存
在
で
あ

　
　
る
と
見
敏
す
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
の
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
る
。

六
　
因
果
推
理

十
七
　
　
因
果
性
の
知
覚
を
否
定
し
た
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
次
に
、
因
果
関
係
が
理
性
の
対
象
た
る
純
論
理
的
関
係
で
は
な
い
と
論
ず
る
。
先

ず
、
「
い
か
な
る
事
象
も
原
因
を
有
す
る
」
と
い
う
一
般
因
果
律
が
純
論
理
的
な
分
析
命
題
で
な
い
こ
と
を
、
次
に
、
億
別
的
な
因
果
推

理
が
論
理
的
推
理
で
な
い
こ
と
を
、
主
張
す
る
。
後
の
主
張
は
、
自
然
の
斉
一
性
の
原
理
の
吟
味
を
介
し
て
、
個
々
の
普
遍
的
因
果
法
則

が
論
理
的
法
則
で
な
い
こ
と
の
主
張
と
な
る
。
以
上
の
、
因
果
関
係
が
論
理
的
関
係
で
な
い
と
い
う
議
論
の
挺
子
と
な
る
の
は
、
「
異
る

も
の
は
す
べ
て
思
惟
乃
至
想
像
に
依
り
分
離
で
き
る
」
と
い
う
形
而
上
学
的
原
子
論
の
原
理
で
あ
っ
た
。

十
八
　
　
人
間
の
推
理
の
対
象
は
、
「
観
念
の
関
係
」
と
「
事
実
」
と
に
区
分
さ
れ
る
。
「
観
念
の
関
係
」
は
、
関
係
項
た
る
観
念
に
「
幸

く
依
存
し
」
、
「
観
念
が
不
変
で
あ
る
限
り
不
変
で
あ
る
。
」
「
観
念
の
関
係
」
に
懸
魚
さ
れ
る
「
事
実
」
と
は
「
，
対
象
の
関
係
」
で
あ
り
、



　
　
こ
れ
は
「
対
象
の
観
念
に
依
存
せ
ず
」
、
「
紺
象
に
変
化
が
無
く
と
も
変
り
得
る
。
」
「
紺
象
の
関
係
」
の
う
ち
、
爆
風
知
覚
さ
れ
る
も
の
を

　
　
除
く
と
、
「
原
因
と
結
果
の
関
係
」
の
み
が
残
る
。
そ
こ
で
、
事
実
に
関
す
る
推
理
は
す
べ
て
因
果
関
係
に
基
く
。

　
　
　
「
観
念
の
関
係
」
と
「
対
象
の
関
係
」
の
区
別
は
、
我
々
の
「
分
析
的
」
と
「
総
合
的
」
の
区
別
に
相
当
す
る
。
　
「
観
念
の
関
係
」
は

　
　
「
直
観
翫
或
は
「
論
証
」
と
い
う
「
単
な
る
思
惟
の
働
き
」
に
依
っ
て
見
出
さ
れ
る
、
観
念
の
関
係
の
論
理
的
必
然
性
は
、
例
え
ば
数
学

　
　
の
命
題
に
於
け
る
ご
と
く
、
観
念
を
、
そ
れ
を
含
む
命
題
の
述
べ
る
通
り
の
関
係
に
於
て
し
か
考
え
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
在
る
（
日
、
り
①
）
。

　
　
命
題
の
含
む
語
の
意
味
に
従
っ
て
関
係
が
一
通
り
に
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
直
観
或
は
論
証
の
命
題
の
否
定
は
矛
鷹
を

　
　
含
み
考
え
得
な
い
。
こ
の
こ
と
に
依
っ
て
「
観
念
の
関
係
扁
は
「
知
識
と
確
実
性
隔
を
与
え
数
学
的
学
知
の
基
礎
を
成
す
。

　
　
　
こ
れ
に
対
し
、
事
実
乃
至
「
対
象
の
関
係
」
は
論
理
的
な
「
絶
対
的
必
然
性
」
を
有
し
な
い
。
事
実
に
つ
い
て
は
「
問
題
の
難
解
（
誉

　
　
定
と
否
定
）
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
（
目
O
O
）
。
「
事
実
の
逆
は
、
矛
盾
を
含
み
得
ぬ
が
故
に
、
や
は
り
可
能
で
あ
る
」
（
国
卜
。
α
）
。

　
　
従
っ
て
、
知
覚
さ
れ
て
い
な
い
慕
実
乃
至
対
象
の
存
在
を
論
証
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
　
十
九
　
　
　
「
あ
ら
ゆ
る
事
象
が
原
因
を
有
す
る
」
と
い
う
一
般
因
果
律
を
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
「
存
在
し
始
め
る
も
の
は
何
で
あ
れ
そ
の
存
在

　
　
の
原
因
を
必
ず
有
す
る
」
（
6
刈
。
。
）
と
定
式
化
す
る
。
し
か
し
こ
の
一
般
因
果
律
は
論
証
さ
れ
得
な
い
◎
彼
の
原
子
論
に
依
れ
ば
「
異
る
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
念
は
す
べ
て
相
互
に
分
離
で
き
る
。
」
と
こ
ろ
で
、
「
原
因
の
観
念
と
結
果
の
観
念
と
は
〔
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
が
存
在
と
し
て
〕
明
瞭
に
異

　
　
る
か
ら
、
〔
結
果
に
根
当
す
る
〕
任
意
の
対
象
が
こ
の
瞬
闘
に
は
存
在
せ
ず
次
の
瞬
間
に
存
在
す
る
と
考
え
、
し
か
も
そ
の
際
そ
の
対
象

　
　
に
、
そ
れ
と
は
異
る
、
原
因
乃
至
産
出
原
理
の
観
念
を
結
び
付
け
な
い
こ
と
が
、
我
々
に
は
容
易
に
出
来
る
」
（
↓
“
り
一
。
。
O
）
。
存
在
の
始

　
　
ま
り
を
原
因
か
ら
分
離
し
て
考
え
得
る
こ
と
は
、
こ
の
分
離
が
矛
盾
を
含
ま
ぬ
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
一
般
因
果
律
の
否
定
が
矛
唇
を
含

　
　
ま
ぬ
こ
と
を
意
味
し
、
一
船
因
果
律
は
理
性
に
依
っ
て
は
直
観
も
論
証
も
さ
れ
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
一
般
因
果
律

　
　
の
妥
当
性
を
疑
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
彼
は
、
偶
然
や
奇
蹟
の
存
在
を
認
め
ず
、
意
志
の
自
由
を
否
定
す
る
。
彼
は
た
だ
、
一
般
因
果

　
　
律
が
純
論
理
的
な
分
析
命
題
で
な
く
、
経
験
に
基
く
総
合
命
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

03　
　
　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
遇
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
七
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哲
学
研
究
　
第
五
百
二
十
七
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

二
十
　
　
次
に
ヒ
ュ
ー
ム
は
個
々
の
因
果
推
理
が
理
性
に
依
る
純
論
理
的
推
理
で
な
い
と
論
じ
る
。
事
実
、
即
ち
、
或
る
性
質
、
状
態
、

運
動
を
有
す
る
紺
象
の
存
在
、
に
関
す
る
推
理
は
す
べ
て
、
因
果
関
係
に
基
く
因
果
推
理
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
玉
突
の
一
球
が
他
の
静
止
し
た
球
に
向
か
っ
て
接
近
す
る
の
を
見
れ
ば
、
我
々
は
結
果
を
侯
た
ず
に
、
衝
突
の
譜
第
二
球
が
運
動
し
始

め
る
で
あ
ろ
う
と
推
理
す
る
。
し
か
し
こ
の
推
理
は
純
論
理
的
な
推
理
で
は
な
い
。
純
論
理
的
推
理
で
あ
れ
ば
、
そ
の
否
定
が
矛
盾
を
含

み
、
第
二
球
の
運
動
以
外
の
結
果
は
考
え
得
ぬ
筈
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
「
第
二
球
の
運
動
は
第
一
球
の
運
動
と
焼
く
別
の
事
象
で
あ
る
」

（
国
b
。
Φ
）
か
ら
分
離
で
き
、
第
一
球
の
運
動
と
い
う
原
因
か
ら
第
二
球
の
運
動
と
は
異
る
結
果
が
生
じ
る
と
、
矛
盾
な
く
考
え
得
る
。
「
対

象
を
そ
れ
自
体
と
し
て
考
察
し
、
対
象
の
観
念
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
、
他
の
存
在
を
含
意
す
る
よ
う
な
対
象
は
何
一

つ
存
在
し
な
い
」
（
一
門
o
Q
①
一
。
◎
刈
”
　
○
瞥
　
8
0
“
）
の
で
あ
る
。

　
「
対
象
の
観
念
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
る
」
と
は
「
経
験
に
照
ら
す
」
（
日
建
G
Q
）
こ
と
で
あ
る
Q
事
実
即
ち
対
象
の
存
在
に
関

す
る
推
理
は
す
べ
て
因
果
関
係
に
基
ぎ
、
因
果
推
理
は
す
べ
て
経
験
に
基
く
の
で
あ
る
（
、
一
、
G
o
刈
”
罵
G
ゆ
N
）
。
経
験
と
は
、
二
事
象
の
「
恒
常

的
相
伴
」
の
経
験
で
あ
る
。
火
は
常
に
熱
を
伴
っ
た
と
か
、
二
球
の
衝
突
に
依
り
一
球
の
運
動
に
常
に
他
方
の
運
動
が
継
起
し
た
と
か
い

う
、
過
去
の
観
察
で
あ
る
。
恒
常
的
相
伴
は
詳
し
く
聞
え
ば
、
時
空
的
隣
接
と
時
間
的
継
起
の
関
係
に
立
つ
二
事
象
の
系
列
の
、
過
去
に

於
け
る
、
反
復
乃
至
類
似
で
あ
る
。
恒
常
的
相
伴
の
経
験
さ
え
あ
れ
ぽ
、
「
そ
れ
以
上
の
手
続
き
を
何
ら
要
せ
ず
に
」
（
、
憎
Q
◎
“
）
因
果
推
理

が
行
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
因
果
推
理
の
条
件
と
し
て
見
出
さ
れ
た
恒
常
的
相
伴
も
、
因
果
推
理
の
論
理
的
基
礎
と
は
な
り
得
な
い
。
何
故
な
ら
ぽ
、
二

事
象
の
相
伴
の
事
例
は
「
絹
互
に
全
く
独
立
で
あ
り
」
（
6
翻
心
）
、
コ
つ
の
対
象
か
ら
学
べ
ぬ
事
は
、
そ
れ
と
同
種
で
あ
ら
ゆ
る
点
に
於

て
完
全
に
類
似
し
た
百
個
の
対
象
か
ら
も
学
び
得
ぬ
」
（
日
、
G
。
Q
。
）
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
過
去
の
慣
常
的
相
伴
の
経
験
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

基
礎
と
す
る
因
果
推
理
が
、
理
性
に
依
る
の
か
、
或
は
想
像
力
に
依
る
の
か
と
問
う
。
も
し
理
性
に
依
る
と
す
れ
ぽ
、
そ
れ
は
職
経
験
さ

れ
な
か
っ
た
事
例
は
経
験
さ
れ
た
事
例
に
必
ず
類
似
し
、
自
然
の
歩
み
は
常
に
一
様
に
同
じ
で
あ
り
続
け
る
」
（
、
一
，
c
。
O
）
と
い
う
自
然
の
斉



　
　
一
性
の
原
理
に
基
く
筈
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
こ
の
原
理
の
導
出
が
論
理
的
知
識
に
依
る
の
か
或
は
蓋
然
的
知
識
に
依
る
の
か
を
吟
味

　
　
す
る
。
自
然
の
歩
み
が
変
る
こ
と
は
、
少
く
と
も
考
え
得
、
矛
盾
を
含
ま
な
い
。
こ
の
こ
と
は
自
然
の
斉
～
性
の
原
理
の
論
証
で
き
ぬ
こ

　
　
と
を
表
わ
し
て
い
る
（
8
c
。
り
”
じ
笥
も
。
㎝
）
。
ま
た
こ
の
原
理
は
蓋
然
的
議
論
に
依
っ
て
も
導
出
さ
れ
得
ぬ
。
過
去
の
事
象
が
す
べ
て
斉
一
的
で

　
　
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
斉
一
性
の
原
理
が
常
に
真
で
あ
り
そ
う
で
あ
る
と
推
理
す
る
為
に
は
、
斉
一
性
の
原
理
そ
の
も
の
を

　
　
前
提
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
蓋
然
的
推
理
が
す
べ
て
斉
一
性
の
原
理
に
基
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
斉
一
性
の
原
理
を
蓋
然
的
推
理

　
　
に
依
っ
て
導
出
す
る
こ
と
は
循
環
に
陥
る
こ
と
で
あ
る
（
己
「
O
O
層
国
ω
α
…
1
Q
Q
①
噂
G
◎
G
Q
）
。
（
勿
論
ヒ
ュ
ー
ム
は
斉
一
性
の
原
理
の
妥
当
性
を
否
定
す

　
　
る
の
で
は
な
い
。
）
従
っ
て
我
々
の
理
性
は
、
原
因
と
結
果
の
「
究
極
的
結
合
」
を
示
さ
ぬ
ば
か
り
で
な
く
、
原
因
と
結
果
の
恒
常
的
相

　
　
伴
を
経
験
し
た
後
に
於
て
も
、
我
々
は
理
性
の
働
き
に
依
っ
て
因
果
推
理
を
行
う
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
一
＝
　
　
以
上
の
ヒ
ュ
ー
ム
の
分
析
を
整
理
す
る
と
、
因
果
推
理
に
は
次
の
諸
要
素
が
論
理
的
に
関
係
し
て
い
る
。
即
ち
、

　
　
　
　
　
自
然
の
斉
一
性
の
原
理
、

　
　
　
　
　
過
去
に
於
け
る
二
種
の
事
象
C
と
E
の
恒
常
的
相
伴
の
経
験
、

　
　
　
⇔
　
二
種
の
事
象
C
と
E
の
普
遍
的
相
伴
（
因
果
法
則
）
の
推
理
、

　
　
　
　
　
現
在
に
於
け
る
一
事
象
9
ま
た
は
瑞
の
生
起
の
観
察
、

　
　
　
㈲
　
現
在
観
察
さ
れ
て
い
な
い
一
事
象
琢
ま
た
は
9
の
生
起
の
推
理
、
で
あ
る
。

　
　
ヒ
ュ
ー
ム
が
「
因
果
推
理
」
と
し
て
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
鱒
か
ら
㈲
へ
の
推
理
、
即
ち
現
実
に
一
事
象
を
観
察
し
て
行
わ
れ
る
、

　
　
印
象
か
ら
観
念
へ
の
、
個
別
的
な
球
果
推
理
で
あ
る
。
⇔
の
恒
常
．
的
相
伴
の
経
験
か
ら
⇔
の
普
遍
的
相
伴
（
特
殊
因
果
法
則
）
へ
の
推
理

　
　
で
は
な
い
。
彼
は
、
こ
の
菌
果
推
理
が
論
理
的
含
意
に
基
く
論
証
で
な
い
こ
と
を
e
の
斉
一
性
の
原
理
が
分
析
命
題
で
な
い
こ
と
を
示
す

　
　
こ
と
に
依
っ
て
証
明
し
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
㊧
の
個
々
の
因
果
法
翔
が
論
理
的
に
は
論
証
で
き
ぬ
こ
と
の
証
明
で
も
あ
っ
た
。

　
　
二
ニ
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
個
別
因
果
推
理
が
論
理
的
推
理
で
な
い
こ
と
を
承
す
こ
と
に
依
っ
て
、
因
果
関
係
が
純
論
理
的
関
係
で
な
い
こ

058　
　
　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
九
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哲
学
研
究
　
第
五
百
二
十
七
簿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

と
を
、
極
め
て
強
力
に
論
証
し
た
。
し
か
し
勿
論
彼
は
因
果
推
理
そ
の
も
の
を
拒
否
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
我
々
は
因
果
推
理
を
行
わ
ざ

る
を
得
ぬ
が
、
そ
の
根
拠
が
理
性
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
想
像
の
観
念
連
合
に
あ
る
と
、
主
張
す
る
の
で
あ
る
Q
因
果
推
理
は
、
論
理
的

根
拠
を
持
た
ぬ
と
い
う
意
味
で
は
「
如
何
な
る
理
由
も
な
く
」
（
↓
・
⊃
・
。
）
行
わ
れ
る
が
、
心
理
的
指
油
力
を
有
す
る
。
我
々
は
、
因
果
推
理

を
す
べ
く
、
経
験
の
生
む
留
慣
に
依
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
る
。
即
ち
、
過
去
の
二
対
象
の
恒
常
的
相
伴
の
経
験
が
、
同
じ
相
伴
を
未
来
に

も
期
待
す
る
習
慣
を
生
み
、
こ
の
習
慣
が
印
象
か
ら
観
念
へ
の
連
合
と
し
て
発
現
す
る
。
因
果
性
の
判
定
の
客
観
的
条
件
は
過
去
の
恒
常

的
糧
伴
に
尽
き
る
の
で
（
］
り
ゆ
ω
℃
一
①
G
◎
…
①
O
）
、
こ
の
観
念
連
合
が
因
果
性
に
基
く
連
合
と
呼
ば
れ
る
。

七
　
「
必
然
性
の
観
念
」

二
三
　
　
因
果
関
係
の
本
質
的
部
分
を
成
す
「
必
然
的
結
合
」
が
、
純
論
理
的
結
合
で
な
い
こ
と
は
既
に
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
で
は
そ

れ
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
が
実
際
に
必
然
的
結
合
の
観
念
を
持
っ
て
い
る
の
な
ら
ぽ
、
そ
の
観
念
の
原
型
た
る
印
象
が
あ
る
筈
で
あ
る

（
還
元
の
原
理
）
。

　
因
果
推
理
は
論
理
的
推
理
で
は
な
く
観
念
連
合
で
あ
る
。
恒
常
的
蘭
燈
の
経
験
が
、
未
経
験
の
範
囲
に
も
同
じ
椙
伴
を
期
待
す
る
習
慣

を
生
み
、
こ
の
習
慣
が
観
念
連
合
と
し
て
発
現
す
る
。
恒
常
…
的
相
伴
は
対
象
の
側
に
は
何
も
付
加
せ
ぬ
が
、
精
神
に
は
影
響
を
与
え
る
の

で
あ
る
。
こ
の
精
神
の
受
け
る
影
響
が
「
必
然
的
結
合
の
観
念
」
の
原
型
た
る
印
象
に
他
な
ら
ぬ
。
　
「
…
…
我
々
は
、
充
分
な
数
の
相
伴

事
例
の
間
に
類
似
を
観
察
す
る
と
藏
ち
に
、
心
が
＝
カ
の
対
象
か
ら
そ
れ
に
い
つ
も
相
伴
す
る
対
象
へ
移
る
べ
く
…
…
決
定
さ
れ
て
い
る

の
を
感
じ
る
」
（
ご
①
9
0
や
国
誤
）
。
考
え
を
一
対
象
か
ら
他
へ
移
す
べ
く
決
定
さ
れ
て
い
る
と
の
「
内
的
印
象
砿
、
こ
れ
が
必
然
的
結
合

の
印
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
翌
慣
の
生
む
、
一
対
象
か
ら
い
つ
も
の
棺
伴
対
象
の
観
念
へ
移
ら
ん
と
す
る
、
傾
向
」
の
印
象
で
あ
り
、

想
像
の
「
習
慣
的
移
行
」
に
伴
う
陰
野
感
で
あ
る
。
最
後
的
に
雷
え
ぽ
、
必
然
性
は
、
「
対
象
の
う
ち
に
し
見
張
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

て
、
「
心
の
う
ち
に
」
感
じ
ら
れ
る
搾
る
も
の
で
あ
る
（
↓
H
①
α
i
o
）
。
対
象
の
側
に
見
出
さ
れ
る
の
は
高
々
恒
常
的
相
伴
の
み
で
あ
る
。



　
　
　
必
然
的
結
合
が
心
の
感
じ
る
強
制
感
に
他
な
ら
ぬ
な
ら
、
何
故
我
々
は
対
象
が
必
然
的
結
合
を
有
す
る
と
考
え
る
の
か
。
ヒ
ュ
ー
ム
は

　
　
そ
れ
を
、
想
像
の
投
出
作
用
に
依
る
錯
覚
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
「
心
は
、
自
ら
を
外
的
対
象
に
推
し
拡
げ
ん
と
す
る
大
き
な
傾
向
を
、
即

　
　
ち
、
外
的
対
象
が
生
む
…
…
内
的
印
象
を
、
外
的
対
象
に
結
び
付
け
ん
と
す
る
大
き
な
傾
向
を
有
す
る
」
（
8
δ
メ
O
酒
導
弓
刈
G
。
5
）
。

　
　
二
四
　
　
そ
こ
で
、
こ
の
錯
覚
を
除
去
し
た
形
で
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
因
果
関
係
を
二
通
り
に
「
定
義
」
し
た
。
第
一
の
「
定
義
」
に
依
れ
ば
、

　
　
「
原
因
」
と
は
、
「
他
の
対
象
に
先
行
し
隣
接
す
る
対
象
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
際
、
後
者
に
似
た
対
象
が
す
べ
て
同
様
に
、
前
者
に
似
た

　
　
対
象
に
対
し
先
行
及
び
隣
接
の
関
係
に
立
つ
」
（
↓
一
型
O
博
○
臨
．
↓
一
刈
も
Q
u
国
↓
①
）
。
こ
れ
は
因
果
関
係
を
「
哲
学
的
関
係
」
と
し
て
、
即
ち
、
対

　
　
象
の
側
に
客
観
的
に
意
識
的
に
知
覚
さ
れ
た
恒
常
的
相
伴
関
係
と
し
て
、
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
「
定
義
篇
に
依
れ
ば
、
「
原

　
　
因
」
と
は
、
「
他
の
対
象
に
先
行
し
隣
接
す
る
対
象
で
あ
り
、
か
つ
、
前
者
と
次
の
様
な
仕
方
で
〔
想
像
に
於
て
〕
結
合
し
て
い
る
西
明

　
　
で
あ
る
。
郡
ち
、
一
方
の
観
念
が
他
方
の
観
念
を
、
ま
た
一
方
の
印
象
が
他
方
の
よ
り
生
き
生
き
と
し
た
観
念
を
、
心
を
決
定
し
て
形
成

　
　
せ
し
め
る
の
で
あ
る
」
（
↓
一
口
O
、
　
O
胤
．
　
↓
一
“
騎
噛
】
W
曲
調
）
。
こ
れ
は
因
果
関
係
を
「
自
然
な
関
係
」
と
し
て
、
即
ち
、
精
神
に
因
果
推
理
と
い
う

　
　
観
念
連
合
を
「
自
然
に
」
惹
き
起
こ
す
関
係
と
し
て
、
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
原
因
」
の
こ
れ
ら
二
通
り
の
「
定
義
し
の
性
格
を
理
解
す
る
為
に
、
「
定
義
」
に
至
る
ま
で
の
ヒ
ュ
ー
ム
の
議
論
を
省
る
と
、
彼
は

　
　
先
ず
、
因
果
関
係
及
び
そ
の
本
質
を
成
す
と
想
定
さ
れ
る
必
然
的
結
合
が
、
外
的
対
象
に
於
て
も
内
的
対
象
に
於
て
も
知
覚
さ
れ
ぬ
こ
と

　
　
を
明
ら
か
に
し
た
。
従
っ
て
因
果
判
断
は
知
覚
判
断
で
な
い
こ
と
に
な
る
Q
こ
の
文
脈
で
は
、
印
象
体
験
の
報
告
た
る
知
覚
判
断
が
自
証

　
　
性
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
彼
は
、
個
別
因
果
推
理
が
理
性
に
依
る
論
理
的
推
理
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
し
た
。
以
上
は
因
果
判
断
の
為
の
根
拠
の
探
究
で
あ
っ
た
が
、
第
三
段
階
に
於
て
彼
は
、
因
果
推
理
乃
歪
判
断
（
信
念
）
の
原
因
を
探
究
・

　
　
し
、
そ
れ
を
離
象
の
過
去
に
於
け
る
恒
常
的
梢
伴
の
経
験
と
そ
れ
に
基
く
習
慣
的
観
念
連
合
と
に
見
出
し
た
。

　
　
　
以
上
の
探
究
か
ら
二
通
り
の
結
論
が
予
想
さ
れ
る
。
即
ち
、
因
果
判
断
を
正
当
な
根
拠
の
全
く
な
き
も
の
と
考
え
る
か
、
或
は
、
因
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
　
判
断
は
自
立
的
な
判
断
で
あ
り
、
論
理
的
判
断
と
並
ん
で
、
妥
嶺
な
判
断
の
全
体
の
中
で
独
自
の
類
を
成
す
と
考
え
る
か
で
あ
る
。
実
際

078　
　
　
　
　
　
ヒ
ュ
ユ
ム
の
哲
学
　
　

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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哲
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研
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第
五
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畳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

の
ヒ
ュ
ー
ム
は
両
方
の
考
え
を
示
し
て
い
る
Q
一
方
で
は
、
因
果
判
断
を
「
如
何
な
る
理
由
も
な
く
」
為
さ
れ
る
も
の
と
考
え
、
こ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

彼
の
懐
疑
主
義
の
一
つ
の
根
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
、
因
果
判
断
の
原
因
を
対
象
の
恒
常
的
稲
体
の
経
験
と
そ
れ
に
基
く
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

慣
的
観
念
連
合
と
に
見
娼
す
や
否
や
、
藏
ち
に
そ
れ
ら
を
、
特
に
前
者
を
、
因
果
閣
係
の
判
定
の
充
分
な
基
準
乃
至
証
拠
と
し
て
積
極
的

に
用
い
る
の
で
あ
る
（
O
h
6
一
W
搾
．
劃
℃
嘗
冒
冒
ω
Φ
o
樽
●
掃
α
》
8
《
O
O
）
。
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
、
原
因
か
ら
論
拠
へ
の
、
心
理
か
ら
論
理
へ
の
、
飛
躍

　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、

が
存
す
る
と
書
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
は
ヒ
ュ
：
ム
は
暗
に
、
因
果
関
係
の
判
定
に
我
々
が
実
際
に
用
い
て
い
る
基
準
乃
至
証
拠
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

何
で
あ
る
か
を
先
ず
考
え
て
、
次
に
そ
れ
を
因
果
推
理
乃
至
判
断
の
原
因
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
「
原
因
」
の
二
つ
の
「
定
義
」
に
於
て
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
原
因
を
判
定
す
る
為
の
基
準
乃
至
証
拠
を
「
原
因
」
の
意
味
と
同
一
視
せ
ん
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
の
現
象
主
義
的
実
証
主
義
の
傾
向
が
「
意
味
証
拠
説
」
の
形
で
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
に
依
る
「
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

義
」
が
真
の
定
義
で
あ
り
「
原
因
」
の
意
味
を
定
め
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
「
A
は
B
の
原
因
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
が
、
第
一
の
「
定
義
」

に
依
れ
ば
、
経
験
さ
れ
た
恒
常
的
相
伴
の
単
な
る
東
嶺
、
即
ち
記
憶
と
知
覚
の
報
皆
に
堕
す
で
あ
ろ
う
し
、
第
工
の
「
定
義
」
に
依
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

習
慣
的
観
念
連
合
の
強
制
感
の
単
な
る
表
鳩
に
堕
す
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
「
A
は
B
の
原
因
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
は
、
少
く
と
も
普

へ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

遍
的
椙
伴
の
成
立
を
償
じ
請
合
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ヒ
ュ
ー
ム
の
「
定
義
」
は
、
「
原
因
」
の
意
味
を
定
め
る
真
の
定
義
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

く
、
む
し
ろ
「
原
因
結
果
を
判
定
す
る
」
為
の
経
験
的
基
準
乃
至
証
拠
と
考
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
基
準
は
詳
し
く
は
、
過
去
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

例
に
猛
て
観
察
さ
れ
た
、
二
種
の
対
象
の
横
常
心
根
伴
と
、
連
合
推
理
の
強
制
感
即
ち
「
心
の
決
定
」
感
と
で
あ
り
、
ヒ
子
ー
ム
は
こ
れ

ら
を
そ
れ
ぞ
れ
「
恒
常
的
相
伴
」
と
「
推
理
」
と
略
記
し
て
い
る
。

二
五
　
　
恒
常
的
相
伴
と
因
果
推
理
と
の
こ
通
り
の
基
準
に
依
る
因
果
関
係
の
判
定
こ
そ
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
の
全
体
を
支
え
る
「
論
理

学
」
で
あ
っ
た
（
弓
ミ
①
）
。
そ
れ
は
、
還
元
の
原
理
と
観
念
連
合
の
原
理
の
導
出
に
煮
て
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
哲
学
の
現
象
主
義
的
部
分

（
知
覚
と
対
象
と
の
二
重
存
在
の
知
的
認
識
可
能
性
の
否
定
）
、
心
身
相
互
作
用
説
、
決
定
論
等
、
彼
の
哲
学
の
全
部
分
に
明
示
的
に
浸

透
し
て
い
る
。



　
ヒ
ュ
ー
ム
ば
上
の
二
通
り
の
「
定
義
」
が
「
原
因
に
は
外
的
で
無
縁
な
も
の
」
か
ら
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
（
国
争
①
一
鴫
“
鴇
↓
一
刈
O
）
。

「
原
因
に
本
質
的
な
も
の
」
は
因
果
の
必
然
的
結
合
で
あ
る
と
最
初
は
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
彼
の
分
析
は
、
因
果
関
係
が
論
理
的
必
然

性
を
含
ま
ぬ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
函
果
推
理
に
含
ま
れ
る
「
必
然
性
」
と
し
て
彼
の
見
毒
し
た
も
の
は
、
習
慣
の
生
む
連
合
推
理
に

伴
う
主
観
的
な
決
定
感
乃
至
強
綱
紀
の
み
で
あ
っ
た
。
　
「
因
果
推
理
が
必
然
的
結
合
に
基
く
の
で
は
な
く
、
必
然
的
結
合
が
因
果
推
理
に

基
く
」
の
で
あ
る
（
己
ワ
G
Q
c
Q
℃
∩
嵐
．
一
弓
H
Φ
α
）
。

　
ヒ
ュ
ー
ム
は
因
果
関
係
に
関
し
て
、
論
理
的
必
然
性
ば
か
り
で
な
く
、
因
果
的
必
然
性
を
も
否
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
力
乃
至
必
然

性
を
知
る
こ
と
は
、
「
原
因
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
原
因
が
結
果
を
生
む
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
条
件
」
（
鵠
鵯
）
、
即
ち
「
原
器
に

結
果
と
の
結
合
を
附
与
し
て
い
る
条
件
」
（
葦
刈
刈
）
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
「
我
々
は
、
こ
の
結
合
の
観
念
を
有
さ
ず
、
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

考
え
よ
う
と
努
め
て
い
る
際
何
を
知
ろ
う
と
欲
し
て
い
る
の
か
す
ら
も
、
判
明
に
は
理
解
し
て
い
な
い
」
の
で
あ
る
（
驚
曵
“
）
。
恒
常
的
相

伴
と
連
合
推
理
と
の
「
二
条
件
が
、
物
質
に
帰
せ
ら
れ
る
必
然
性
の
す
べ
て
で
あ
る
。
…
…
〔
こ
の
二
条
件
を
〕
超
え
て
は
、
我
々
は
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

何
な
る
必
然
盤
乃
結
合
を
も
考
え
得
な
い
」
（
じ
噂
O
o
b
O
悼
　
○
｛
」
　
、
弩
心
O
O
）
。
明
ら
か
に
ヒ
ュ
：
ム
は
対
象
の
必
然
的
結
合
の
知
的
理
解
の
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

を
否
定
し
て
い
る
。
決
し
て
そ
の
存
在
を
否
定
し
た
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
存
在
は
彼
に
と
っ
て
は
も
は
や
信
念
の
、
し
か
も
不
可

避
の
信
念
の
、
問
題
で
あ
っ
た
。

八
「
ヒ
ュ
ー
ム
の
循
環
」

　
　
二
六
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
因
果
論
は
、
　
一
見
、
因
果
関
係
に
立
つ
対
象
間
の
必
然
的
結
合
を
、
表
象
問
の
、
郡
ち
彼
の
「
知
覚
」
間
の
必
然

　
　
的
結
合
に
依
っ
て
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
の
二
丈
論
が
何
ら
か
の
論
理
的
難
点
を
含
む
か
否
か
を
め
ぐ
っ

　
　
て
、
幾
通
り
も
の
解
釈
が
提
出
さ
れ
て
来
た
。
例
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
別
様
に
で
は
あ
る
が
、
を
露
8
プ
Φ
a
（
お
込
。
り
）
り
じ
鋤
騨
処
（
お
。
。
“
っ
）
”

　
　
℃
o
ω
の
露
。
お
（
μ
⑩
認
）
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
論
に
論
理
的
難
点
を
認
め
、
他
方
匿
①
ヨ
℃
ω
ヨ
淳
び
（
一
り
跨
）
”
鼠
餌
o
Z
塞
げ
ぴ
（
H
Φ
α
一
）
w
歪
①
毛
（
一
㊤
2
）

098　
　
　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
一
二
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八
四

は
彼
の
論
を
整
合
的
で
あ
る
と
し
た
。

二
七
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
に
依
れ
ば
因
果
推
理
は
一
つ
の
観
念
連
合
で
あ
る
。
こ
の
因
果
連
合
は
習
慣
に
基
く
、
習
慣
と
は
一
般
に
、
「
特
定

の
行
為
乃
至
活
動
の
反
復
が
生
む
」
も
の
で
、
条
件
さ
え
揃
え
ば
「
同
じ
行
為
乃
至
活
動
を
、
推
理
乃
至
知
性
的
活
動
の
強
制
な
し
に
、

繰
り
返
そ
う
と
す
る
傾
向
」
の
こ
と
で
あ
る
（
閃
お
u
↓
目
8
篇
。
。
ω
）
。
因
果
連
合
に
つ
い
て
は
、
「
二
対
象
の
過
去
の
恒
常
的
柑
伴
〔
の
経
験
〕

が
心
に
、
両
対
象
を
常
に
結
び
付
け
て
考
え
、
　
方
の
存
在
を
い
つ
も
の
相
伴
対
象
の
存
在
か
ら
推
理
す
る
、
と
い
う
習
慣
を
生
む
」

（
↓
這
G
Q
）
。
こ
の
傾
向
と
し
て
の
雷
慣
が
現
実
に
発
現
す
る
の
は
、
工
頬
象
の
い
ず
れ
か
が
現
実
に
印
象
と
し
て
出
現
す
る
場
合
で
あ
る
。

コ
一
種
の
対
象
一
二
と
熱
、
雪
と
冷
！
が
多
く
の
事
例
に
於
て
常
に
相
伴
し
て
い
る
の
を
見
出
し
た
後
に
は
、
も
し
炎
或
は
雪
が
新

た
に
感
覚
に
現
れ
れ
ば
、
1
5
は
習
慣
に
促
さ
れ
て
、
熱
或
は
冷
を
期
待
し
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
性
質
が
存
在
し
て
お
り
、
近
づ
け
ば
感

じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
、
信
じ
る
の
で
あ
る
」
（
乱
撃
①
い
　
（
尾
’
　
］
》
c
Q
刈
）
。
要
す
る
に
、
二
種
の
対
象
A
と
B
の
恒
常
的
栢
伴
の
経
験
と
、
一
対

象
A
或
は
B
の
印
象
即
ち
現
前
と
が
、
A
か
ら
B
へ
或
は
B
か
ら
A
へ
の
連
合
推
理
を
発
現
さ
せ
、
B
或
は
A
の
存
在
を
儒
じ
さ
せ
る
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
食
合
は
単
な
る
連
想
に
終
ら
な
い
。
炎
を
見
て
、
単
に
熱
さ
や
痛
さ
を
想
い
浮
か
べ
、
近
づ
け
ば
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

と
信
じ
る
ぽ
か
り
で
は
な
い
。
こ
う
い
う
連
想
は
、
旋
律
強
迫
の
如
く
、
何
故
か
頭
の
中
に
急
に
生
じ
て
去
ら
ぬ
観
念
と
変
り
な
い
。
ヒ
・

エ
ー
ム
の
因
果
連
合
は
、
こ
う
い
う
単
な
る
連
想
ぽ
か
り
で
は
な
く
、
炎
を
見
た
際
に
「
も
し
こ
の
火
に
入
れ
ば
焼
け
死
ぬ
で
あ
ろ
う
」

（
国
恥
。
刈
）
と
い
う
因
果
判
断
を
生
む
も
の
で
あ
る
。
　
「
或
る
特
定
の
種
類
の
事
象
が
す
べ
て
の
事
例
に
於
て
常
に
他
の
特
定
の
種
類
の
事

象
と
相
伴
し
て
い
た
場
合
に
は
、
我
々
は
も
は
や
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
、
一
方
が
現
わ
れ
れ
ば
他
方
を
予
言
し
、
何
ら
か
の
事
実
乃
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

存
在
を
確
信
さ
せ
得
る
唯
一
の
推
理
〔
た
る
因
果
推
理
〕
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
方
の
対
象
を
原
因
と
呼
び
、
他
方
を
結
果
と

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

呼
ぶ
。
両
者
の
閥
に
何
ら
か
の
結
合
が
存
在
す
る
と
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
一
方
の
対
象
の
う
ち
に
、
そ
れ
が
必
ず
他
方
を
生
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

最
大
の
確
実
さ
と
最
強
の
必
然
性
と
を
も
っ
て
作
用
す
る
為
の
、
何
ら
か
の
力
が
存
在
す
る
と
想
定
す
る
の
で
あ
る
」
（
騨
濾
1
刈
ρ
O
h
．
6
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二
八
　
　
そ
こ
で
ヒ
ュ
ー
ム
の
考
え
は
、
e
「
任
意
の
二
種
の
事
象
A
と
B
に
つ
い
て
、
A
と
B
の
恒
常
的
稲
伴
が
、
A
が
B
の
原
因
で

あ
る
と
の
信
念
の
、
原
因
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
に
定
式
化
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
彼
は
こ
の
命
題
6
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

命
題
e
は
彼
の
一
つ
の
信
念
で
あ
り
、
し
か
も
「
A
は
B
の
原
因
で
あ
る
」
と
い
う
型
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
⇔
「
A
と
B
の
憧

常
的
相
伴
と
、
A
が
B
の
原
因
で
あ
る
と
の
信
念
と
の
、
恒
常
的
穣
伴
が
、
命
題
e
を
信
じ
る
こ
と
の
、
原
因
で
あ
る
」
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

命
題
⇔
は
、
命
題
e
に
二
度
現
お
れ
る
「
原
因
」
を
同
義
に
解
す
る
こ
と
に
依
っ
て
導
出
さ
れ
る
。
命
題
⇔
に
つ
い
て
も
命
題
e
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

て
と
同
様
に
論
じ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
無
限
に
遡
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
こ
の
無
限
遡
行
を
避
け
る
一
つ
の
方
法
は
、
命
題
e
に
、
⇔
「
任
意
の
二
種
の
外
的
事
象
A
と
B
に
つ
い
て
、
A
と
B
の
恒
常
的
相
伴

が
、
A
が
B
の
原
因
で
あ
る
と
の
信
念
の
、
原
因
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
を
置
き
換
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
恒
常
的
相
伴

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（
の
経
験
）
と
因
果
信
念
と
の
関
係
は
、
外
的
事
象
間
の
因
果
関
係
で
な
く
、
内
的
乃
至
心
的
事
象
間
の
因
果
関
係
と
な
り
、
遡
行
が
な

く
な
る
。
勿
論
こ
れ
は
、
心
的
事
象
閥
の
因
果
関
係
が
外
的
事
象
間
の
そ
れ
と
異
り
、
そ
の
判
定
の
基
準
乃
至
証
拠
が
単
な
る
恒
常
的
相

伴
に
は
尽
き
な
い
こ
と
を
前
提
し
て
の
話
で
あ
る
。
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
為
に
は
、
次
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
彼

の
困
果
性
の
分
析
を
徹
底
し
完
結
さ
せ
た
仕
上
げ
方
を
見
る
の
が
よ
い
。

二
九
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
は
自
然
の
諸
作
用
が
思
惟
か
ら
独
立
で
あ
り
得
る
こ
と
を
認
め
る
。
対
象
の
恒
常
的
桐
伴
は
、
思
惟
か
ら
独
立
で
あ

り
得
、
そ
れ
に
先
立
ち
得
る
。
し
か
し
「
更
に
一
歩
進
ん
で
こ
れ
ら
対
象
に
力
乃
至
必
然
的
結
合
を
帰
す
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
力
乃
至

必
然
的
結
合
は
、
我
々
が
対
象
の
う
ち
に
は
決
し
て
観
察
し
得
ぬ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
の
観
念
を
、
我
々
が
対
象
を
眺
め
る
際
に
内
に
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ず
る
も
の
か
ら
、
得
て
く
る
よ
り
他
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
私
の
主
張
は
徹
底
し
て
お
り
、
私
の
現
在
の
推
論
自
体
を
…
…
こ
の

主
張
の
一
例
と
し
て
用
い
る
用
意
す
ら
あ
る
」
（
n
門
μ
①
◎
o
ー
ー
μ
①
り
）
。
「
現
在
の
推
論
」
と
は
、
二
対
象
A
と
B
の
因
果
的
結
合
の
必
然
性
と
は
、

対
象
A
の
印
象
か
ら
対
象
B
の
観
念
へ
移
る
べ
く
決
定
さ
れ
て
い
る
と
の
、
心
の
内
的
印
象
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
結
論
に
到
る
論
究

ヒ
ュ
・
ー
ム
の
暫
学

八
五
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八
六

128　
　
の
こ
と
で
あ
る
。
　
「
し
か
る
に
、
観
点
を
対
象
か
ら
知
覚
へ
変
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
は
、
〔
対
象
A
の
〕
印
象
が
原
因
で
あ
り
、
〔
対

　
　
象
B
の
〕
生
き
生
き
と
し
た
観
念
が
結
果
で
あ
る
と
、
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら
印
象
と
観
念
と
の
必
然
的
結
合
と
は
、
我
々
が
印

　
　
象
の
観
念
か
ら
観
念
の
観
念
へ
移
る
べ
く
決
定
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
る
と
い
う
、
新
た
な
決
定
の
こ
と
で
あ
る
。
内
的
知
覚
の
間
の
結

　
　
合
原
理
は
、
外
的
対
象
の
間
の
結
合
原
理
と
同
様
に
、
知
約
に
理
解
で
き
ず
、
〔
恒
常
的
相
伴
の
〕
経
験
に
依
っ
て
〔
そ
の
存
在
を
〕
知

　
　
る
他
に
知
り
…
様
が
無
い
の
で
あ
る
」
（
↓
δ
り
）
。

　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
二
対
象
A
と
B
の
必
然
的
結
合
を
、
心
が
両
舛
象
を
眺
め
る
際
に
内
に
感
ず
る
決
定
に
他
な
ら
ぬ
と
し
た
。
し
か
し
、

　
　
こ
の
決
定
乃
至
強
制
の
内
的
印
象
が
、
A
の
印
象
と
B
の
観
念
と
の
必
然
的
結
合
の
濃
知
で
は
な
い
こ
と
を
、
彼
は
こ
こ
で
明
示
的
に
強

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

　
　
撫
し
た
の
で
あ
る
Q
A
の
印
象
と
B
の
観
念
と
の
必
然
的
結
合
は
、
対
象
A
と
対
象
B
の
必
然
的
結
合
と
同
じ
く
、
知
覚
さ
れ
ず
不
可
解

　
　
な
の
で
あ
る
。
勿
論
彼
は
、
知
覚
間
に
必
然
的
結
合
が
存
在
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
A
の
印
象
と
B
の
観
念

　
　
の
閥
に
必
然
的
結
合
を
主
張
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
心
が
両
知
覚
を
眺
め
る
際
に
A
の
印
象
の
観
念
か
ら
B
の
観
念
の
観
念
へ
観
念
連

　
　
合
を
行
う
べ
く
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
み
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
先
に
彼
は
、
必
然
性
と
は
「
対
象
の
う
ち
に
」

　
　
見
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
「
心
の
う
ち
に
」
感
じ
ら
れ
る
誇
る
も
の
で
あ
る
と
、
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ
で
、
「
心
が
内
に
感

　
　
じ
る
或
る
も
の
偏
も
、
知
覚
聞
の
必
然
的
結
合
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
　
三
十
　
　
こ
の
主
張
の
解
釈
は
む
つ
か
し
い
Q
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
因
果
的
観
念
連
合
に
於
て
内
的
強
制
が
感
じ
ら
れ
る
と
、
紛
う
か
た
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
　
考
え
て
い
る
。
強
制
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
強
捌
の
力
を
感
じ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
彼
の
表
現
も
こ
の
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
ま
た
、
我
々
が
強
制
の
力
を
感
じ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
見
出
し
た
筈
の
必
然
的
結
合
の
印
象
も
霧
散
す
る
こ
と
に
な

　
　
る
。
心
が
対
象
A
の
印
象
か
ら
対
象
B
の
観
念
へ
移
る
べ
く
決
定
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
、
観
念
連
合
の
結
果

　
　
と
し
て
の
、
対
象
B
の
観
念
の
現
前
を
、
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
心
に
は
そ
の
時
多
く
の
印
象
と
観
念
と
が
現
前
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
に
も
拘
ら
ず
、
他
な
ら
ぬ
対
象
A
の
印
象
の
現
前
に
よ
っ
て
発
動
さ
れ
た
あ
る
力
が
、
心
を
強
い
て
他
な
ら
ぬ
対
象
B
の
観
念
の
方
へ
動



　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
か
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
意
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
（
二
十
七
節
）
、
対
象
A
の
現
前
に
よ
っ
て
発
動
さ
れ
た
二
対
象
A
と
B
の
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
念
連
合
の
結
果
生
じ
る
因
果
信
念
が
、
ヒ
ュ
ー
ム
に
と
っ
て
、
単
に
「
対
象
B
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
期
待
に
止
ま
ら
ず
、
「
対

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
象
A
を
原
因
と
す
る
結
果
と
し
て
、
対
象
B
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
信
念
で
あ
る
こ
と
を
見
た
Q
対
象
A
の
現
前
に
よ
っ
て
、
心

　
　
が
単
に
、
観
念
連
合
の
結
果
と
し
て
の
、
対
象
B
の
観
念
の
現
前
の
み
を
、
意
識
す
る
の
で
あ
れ
ぽ
、
「
対
象
B
の
存
在
」
の
考
え
乃
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
期
待
が
旋
律
強
遮
の
如
く
単
な
る
連
想
と
し
て
言
わ
ば
「
偶
然
的
に
」
頭
を
過
る
の
み
で
あ
ろ
う
。
観
念
連
合
の
強
制
力
を
直
知
せ
ず
し

　
　
て
は
、
「
対
象
A
が
対
象
B
の
原
因
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
は
生
じ
様
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
我
々
が
一
方
の
対
象
か
ら
そ
の
恒
常
的
相
伴
対
象
へ
移
ら
ん
と
す
る
「
傾
向
」
乃
至
「
決
定
」
、
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
ち
強
鰯
、
を
感
じ
る
と
は
言
う
が
、
決
し
て
「
強
制
力
を
感
じ
る
砿
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
「
力
」
と
は
、
「
原
因
の
う
ち

　
　
に
あ
っ
て
、
原
瞬
が
結
果
を
生
む
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
条
件
偏
（
国
零
）
で
あ
り
、
原
因
と
結
果
の
必
然
的
結
合
そ
の
も
の
を
含

　
　
む
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
因
果
結
合
の
必
然
性
は
知
覚
さ
れ
得
ぬ
と
い
う
の
が
、
彼
の
変
ら
ぬ
基
本
的
な
霊
張
で
あ
っ
た
。

　
　
　
以
上
の
考
察
に
基
い
て
問
題
の
ヒ
ュ
ー
ム
の
主
張
の
解
釈
を
試
み
よ
う
。
彼
は
、
因
果
的
観
念
連
合
に
於
て
心
が
対
象
A
の
印
象
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
紺
象
B
の
観
念
へ
移
る
べ
く
決
定
さ
れ
て
い
る
と
の
印
象
が
、
A
の
印
象
と
B
の
観
念
と
の
必
然
的
結
合
の
直
知
で
は
な
い
こ
と
を
、
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
示
的
に
強
調
し
た
。
そ
の
際
否
定
さ
れ
た
の
は
、
正
確
に
雷
え
ぽ
、
印
象
と
観
念
と
の
結
合
の
法
則
的
な
必
然
性
の
直
観
で
あ
る
。
　
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
に
法
則
的
必
然
性
が
知
覚
さ
れ
ぬ
こ
と
は
我
々
も
既
に
認
め
た
点
で
あ
る
。
従
っ
て
、
法
則
的
必
然
性
を
含
む
意
味
で
の
力
、
即
ち
対
象

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
に
内
在
す
る
傾
向
と
し
て
の
力
も
知
覚
さ
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
一
般
に
具
体
的
事
象
の
緬
別
的
経
験
に
企
て
個
別
的
因
果
連

　
　
へ

　
　
関
が
直
知
さ
れ
る
可
能
性
を
、
排
除
し
な
い
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
因
果
的
観
念
連
合
を
体
験
し
つ
つ
あ
る
心
が
内
的
強
綱
を
感
じ
て
い
る
こ

　
　
と
を
認
め
た
。
彼
自
身
は
気
付
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
依
っ
て
、
心
が
因
果
約
観
念
連
合
に
際
し
て
具
体
的
印
象
と
具
体
的
観
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
と
の
個
別
的
因
果
連
関
を
直
知
し
て
い
る
こ
と
を
、
さ
ら
に
そ
の
際
強
制
の
力
の
現
実
の
作
用
そ
の
も
の
を
、
言
わ
ば
個
別
的
必
然
性
を
、

　
　
感
じ
て
い
る
こ
と
を
、
認
め
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
さ
も
な
く
ぼ
、
「
必
然
的
結
合
の
印
象
」
が
霧
散
し
、
先
に
見
た
無
害
遡
行
（
二
八

脚　
　
　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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八
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
め

節
）
が
不
可
避
と
な
り
、
観
念
連
合
を
要
と
す
る
彼
の
因
果
論
の
「
体
系
し
が
崩
れ
る
で
あ
ろ
う
。

三
一
　
　
因
果
性
に
つ
い
て
は
、
「
原
因
は
結
果
を
生
む
力
乃
至
機
構
を
有
し
、
そ
れ
に
依
っ
て
原
因
と
結
果
は
必
然
的
に
結
合
し
て
い
る
偏
と
主
張
す

る
因
果
実
在
説
と
、
「
宿
然
界
に
は
力
や
必
然
的
結
合
は
実
在
せ
ず
、
す
べ
て
の
事
象
が
相
互
に
独
立
で
あ
る
。
因
果
性
と
は
ご
種
の
事
象
が
常
に
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

的
に
継
起
す
る
こ
と
に
他
な
ら
ぬ
扁
と
主
張
す
る
因
果
継
起
説
と
が
、
対
立
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
ヒ
ュ
ー
ム
の
因
果
論
は
、
弁
護
す
る
に
せ
よ
批
判
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ
を
因
果
継
起
説
と
解
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
我
々
の
解
釈
に
依
れ
ば
、

彼
の
因
果
論
は
、
因
果
性
の
存
在
に
関
し
て
不
可
知
論
的
実
在
論
で
あ
り
、
そ
の
認
識
に
関
し
て
も
、
彼
自
身
は
継
起
説
を
徹
底
せ
ん
と
努
め
た
が
、
観

念
連
合
の
強
制
感
を
認
め
た
点
で
は
因
果
実
在
説
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
“
）

　
我
々
の
解
釈
に
依
っ
て
、
普
通
指
摘
さ
れ
る
ヒ
ュ
ー
ム
の
因
果
論
の
内
部
の
「
論
理
的
不
整
合
」
（
二
六
節
参
照
）
は
解
消
す
る
。
旨
讐
置
は
、
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ユ
…
ム
が
門
反
復
（
恒
常
的
相
件
）
が
、
心
の
決
定
と
い
う
薪
し
い
感
じ
（
印
象
）
を
生
み
、
我
々
に
自
然
を
照
果
的
に
見
さ
せ
る
」
と
主
張
し
た
点
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

矛
盾
が
あ
る
と
解
し
て
い
る
（
唱
℃
巳
　
り
戯
層
　
困
ω
O
）
。
ヒ
ュ
ー
ム
に
許
さ
れ
る
主
張
は
「
反
復
が
新
し
い
感
じ
と
説
明
で
き
ぬ
仕
方
で
観
念
連
合
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
反
復
が
新
し
い
感
じ
を
知
的
に
理
解
し
得
る
仕
方
で
生
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
5
の
で
あ
る
（
も
温
ω
O
）
。
し
か
し
こ
れ

は
ま
さ
に
ヒ
ュ
ー
ム
が
明
示
的
に
強
調
し
た
点
で
あ
っ
た
（
二
九
節
と
註
（
3
8
）
参
照
）
。
い
葺
傷
の
解
釈
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
因
果
継
起
説
を
以
っ
て
一

貫
し
て
い
な
い
と
し
て
、
一
貫
性
を
ヒ
ュ
ー
ム
に
強
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ヒ
ュ
ー
ム
に
先
の
無
限
遡
行
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
ヒ
ュ
…
ム

は
「
原
因
」
を
い
か
な
る
場
合
に
も
一
義
的
に
理
解
し
使
用
せ
ん
と
意
識
的
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
彼
の
こ
の
一
貫
性
に
こ
そ
無
理
が
あ
っ
た
の

で
あ
り
、
こ
の
無
理
を
避
け
る
途
は
、
彼
惣
身
は
気
付
か
な
か
っ
た
が
、
彼
が
観
念
連
合
の
強
制
感
を
認
め
た
点
に
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

　
窯
・
囚
①
コ
壱
ω
丘
浮
は
い
み
じ
く
も
ヒ
ュ
ー
ム
の
因
果
論
を
、
我
々
の
因
果
の
観
念
及
び
信
念
の
起
源
の
「
因
果
的
説
明
」
で
あ
る
と
明
言
し
た
。
ヒ

ュ
ー
ム
が
「
自
然
的
関
係
」
と
し
て
の
因
果
性
を
定
義
す
る
際
に
用
い
た
「
心
の
決
定
」
と
い
う
語
が
、
被
定
義
語
た
る
「
困
果
性
」
と
ほ
ぼ
同
義
語
で

あ
る
こ
と
を
、
ヒ
ェ
ー
ム
自
身
意
識
し
て
い
た
と
し
、
そ
れ
故
に
彼
に
依
る
門
自
然
的
関
係
」
と
し
て
の
因
果
性
の
「
定
義
扁
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
定

義
で
は
な
く
、
直
示
的
定
義
に
止
る
と
言
う
（
℃
■
A
O
一
）
。
「
自
然
的
関
係
と
し
て
の
因
果
性
を
定
義
す
る
為
に
は
、
心
的
形
態
で
の
因
果
的
作
用
性
に
、

即
ち
観
念
連
合
的
結
合
と
観
念
賦
活
過
程
と
の
二
重
の
形
態
を
と
る
心
の
決
定
と
し
て
の
因
果
的
作
用
性
に
、
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
、
ヒ
ュ
ー



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ム
が
気
付
か
な
か
っ
た
筈
が
な
い
。
し
か
し
彼
は
こ
の
定
義
に
際
し
、
悶
果
性
の
観
念
〔
の
意
味
〕
を
こ
の
定
義
に
依
っ
て
解
明
す
る
と
言
う
つ
も
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
な
か
っ
た
。
た
だ
、
因
果
性
の
観
念
の
起
源
と
そ
の
我
々
に
依
る
実
際
の
使
用
と
を
因
果
的
に
説
明
す
る
為
に
、
上
の
こ
形
態
で
の
心
的
因
果
作
用
に
頼

　
　
っ
て
い
る
と
書
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
の
議
論
の
進
め
方
に
は
真
の
不
整
合
は
存
在
し
な
い
」
（
℃
ム
8
）
。
諸
解
釈
の
中
で
は
恐
ら
く
ω
ヨ
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

　
　
の
解
釈
が
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
実
際
の
議
論
に
最
も
近
い
で
あ
ろ
う
Q
彼
の
言
5
通
り
、
因
果
的
作
用
性
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
議
論
に
於
て
…
貫
し
て
前
捷
さ
れ
て

　
　
お
り
（
薯
◎
ω
り
G
。
噂
心
O
掃
）
、
ヒ
ュ
ー
が
否
定
し
た
の
は
、
因
果
的
作
用
性
で
は
な
く
、
因
果
性
の
知
的
理
解
の
可
能
性
と
因
果
雄
理
の
論
理
性
で
あ
っ
た
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
う
（
℃
℃
●
　
ω
㊤
G
Q
”
ω
⑩
“
）
。
し
か
し
我
々
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
公
式
に
は
因
果
性
の
判
定
塞
準
を
い
か
な
る
場
合
に
も
恒
常
的
事
件
に
求
め
よ
う
と
努
め
た
こ
と

　
　
を
も
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
彼
が
一
貫
し
て
前
提
し
て
い
た
因
果
的
作
用
性
を
「
心
の
決
定
」
と
い
5
心
的
形
態
で
用
い
た
際
に
、
そ

　
　
の
因
果
的
作
用
性
の
信
念
が
い
か
に
し
て
彼
に
生
じ
得
た
か
に
つ
い
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
完
全
な
説
明
を
提
出
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
議
論

　
　
は
不
整
合
で
は
な
い
が
不
完
全
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、

　
　
　
旨
・
》
・
勺
一
語
ヨ
。
漆
の
批
判
は
明
快
で
あ
る
。
「
ヒ
ュ
…
ム
は
「
C
が
E
と
必
然
的
に
結
合
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
説
明
す
る
こ
と
に
取
り
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
る
。
彼
に
依
る
説
明
は
「
叢
る
人
P
が
C
に
畠
合
う
と
必
然
的
に
£
を
考
え
る
し
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
被
説
明
文
の
真
の
問
題
点
は
「
必
然
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
に
」
と
い
う
語
に
あ
る
。
し
か
る
に
ヒ
ュ
ー
ム
の
分
析
は
こ
の
語
を
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
…
…
も
し
、
（
「
P
が
C
に
出
合
う
と
必
然
的
に
E

　
　
を
考
え
る
」
と
い
う
主
張
の
）
「
必
然
的
に
」
が
恒
常
的
相
之
「
以
上
の
何
も
の
か
」
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
以
上
の
何
も
の
か
」
が
何
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
か
が
説
明
さ
る
べ
き
問
題
と
し
て
依
然
残
る
…
…
偏
e
．
刈
①
）
。
こ
の
批
判
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
因
果
論
を
「
因
果
性
偏
の
意
味
の
説
明
乃
至
定
義
の
側
繭

　
　
か
ら
見
、
そ
れ
が
循
環
を
含
む
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
定
義
に
は
、
被
定
義
譜
を
既
知
の
同
義
語
句
に
依
っ
て
定
義
す
る
説
明
的
定
義
と
、
被

　
　
定
義
語
の
妥
当
す
る
事
態
を
直
接
示
す
藏
示
的
定
義
と
が
あ
る
。
ヒ
ェ
ー
ム
は
「
因
果
的
必
然
性
」
を
同
義
語
句
で
説
明
す
る
こ
と
を
意
識
的
に
避
け
、

　
　
「
因
果
的
必
然
性
」
の
趨
接
体
験
た
る
印
象
を
痘
示
せ
ん
と
試
み
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
「
定
義
偏
は
直
示
的
定
義
を
国
指
し
て
い
る
。
し
か
る
に
彼

　
　
は
、
　
「
因
果
的
必
然
性
扁
の
印
象
を
対
象
に
は
見
繊
せ
ず
、
辛
う
じ
て
主
観
の
側
に
観
念
連
合
の
強
捌
感
即
ち
「
心
の
決
定
の
印
象
」
を
見
輸
し
た
が
、

　
　
こ
れ
を
も
観
念
の
必
然
的
結
合
の
印
象
で
は
な
い
と
考
え
た
。
従
っ
て
℃
藁
屋
。
お
の
批
判
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
「
定
義
」
が
、
「
晶
群
的
必
然
性
」
の
印

　
　
象
を
直
示
す
る
こ
と
に
失
敗
し
た
為
に
、
循
環
に
陥
っ
て
い
る
、
と
い
う
批
判
と
し
て
生
か
し
得
る
、
し
か
し
我
々
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
、
観
念
連
合
の
強

158　
　
　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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制
感
を
認
め
た
こ
と
に
依
り
、
観
念
問
の
個
別
的
な
園
果
的
結
合
の
必
然
性
の
直
知
（
印
象
）
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。
ヒ
ュ
…
ム
の
因
果
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
既
に
見
た
ご
と
く
、
「
因
果
性
」
の
意
味
の
説
明
と
い
う
よ
り
も
、
我
々
の
園
果
判
断
の
厚
肉
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
基
い
て
彼
の
人
間
学
で
使
用

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

す
べ
き
因
果
性
の
判
定
基
準
乃
至
証
拠
を
定
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
蒙
。
。
ψ
ヨ
◎
お
の
批
判
は
、
今
の
循
環
定
義
と
先
の
蕪
蜂
遡
行
と
に
依
っ
て
ヒ

ュ
ー
ム
に
デ
ィ
レ
ン
マ
を
強
い
る
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
℃
鶴
湊
琶
。
δ
自
身
は
そ
の
角
の
間
を
す
り
抜
け
る
方
法
を
示
唆
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
弓
）

　
○
●
○
．
○
ζ
竃
Z
筈
σ
は
、
℃
藁
筆
さ
3
の
批
判
と
同
じ
批
判
を
予
想
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
ヒ
ュ
ー
ム
の
議
論
の
真
の
困
難
と
は
認
め
な
か
っ
た
。
ヒ

ュ
ー
ム
の
説
明
は
対
象
の
必
然
的
結
合
に
心
的
な
必
然
釣
結
合
を
置
換
え
た
も
の
で
は
な
い
と
奮
う
。
彼
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
考
え
（
↓
峯
P
一
一
九
節
参
照
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
（
℃
℃
．
　
｝
μ
卜
σ
i
O
）
。
　
「
炎
が
熱
の
原
因
で
あ
り
、
そ
れ
と
必
然
的
に
結
合
し
て
い
る
」
と
い
う
命
題
も
、
「
炎
の
印
象
が
熱
の

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

観
念
の
原
因
で
あ
り
、
そ
れ
と
必
然
的
に
結
合
し
て
い
る
」
と
い
5
命
題
も
、
共
に
真
な
る
命
題
で
あ
る
。
し
か
し
苗
の
命
題
は
後
の
命
題
を
意
味
し
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

し
な
い
。
前
の
命
題
は
単
に
、
炎
の
印
象
か
ら
熱
の
観
念
へ
の
習
慣
的
移
行
の
感
じ
を
表
出
し
、
且
つ
炎
と
熱
と
の
覆
常
的
相
件
を
主
張
す
る
の
み
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
後
の
命
題
は
単
に
、
炎
の
印
象
の
考
え
か
ら
熱
の
観
念
の
考
え
へ
の
習
慣
的
移
行
の
感
じ
を
表
出
し
、
且
つ
炎
の
印
象
と
熱
の
観
念
と
の
恒
常
的
相

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

伴
を
主
張
す
る
の
み
で
あ
る
。
　
「
こ
れ
ら
の
二
つ
の
感
じ
は
別
々
の
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
必
然
的
結
合
は
二
つ
の
異
る
必
然
的
結
合
で
あ
る
Q

前
の
必
然
的
結
合
が
後
の
必
然
的
結
合
と
同
一
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
訳
で
も
な
く
、
前
者
が
後
者
に
依
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
る
訳
で
さ
え
な
い
し
（
P

同
慰
）
◎
ζ
8
Z
⇔
σ
ぴ
の
解
釈
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
を
一
貫
し
た
因
果
継
起
論
者
と
見
倣
し
、
か
つ
そ
の
因
果
継
起
説
に
困
難
を
認
め
ぬ
も
の
で
あ
る
。
上
の
解

説
は
、
問
題
の
段
落
（
↓
一
＄
）
の
解
説
と
し
て
は
正
確
な
も
の
で
あ
る
（
註
（
4
0
）
参
照
）
が
、
こ
の
段
落
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
因
果
論
の
全
体
の
中
に
置
か

れ
た
と
き
に
生
じ
る
問
題
を
ヒ
ュ
ー
ム
と
共
に
見
落
し
て
い
る
。
第
一
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
困
惑
論
は
．
因
果
判
断
の
姻
果
的
説
明
で
あ
る
為
、
園
果
継
起
説

を
一
貫
す
れ
ば
無
限
遡
行
に
陥
る
。
第
二
に
］
≦
8
Z
善
ぴ
は
観
念
連
合
の
「
習
慣
的
移
行
の
感
じ
〕
の
正
体
を
見
抜
い
て
い
な
い
。
別
の
箇
所
（
ワ
綬
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
は
そ
れ
を
「
習
慣
が
我
々
を
強
い
て
炎
の
知
覚
か
ら
熱
の
信
念
へ
移
ら
し
め
る
強
制
感
」
と
解
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
が
心
的
な
個
別
的
因
果
結
合

の
必
然
性
の
直
知
に
他
な
ら
ぬ
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
そ
の
為
、
「
習
慣
的
移
行
の
感
じ
」
か
ら
い
か
に
し
て
そ
れ
を
表
出
す
る
因
果
判
断
が
生
じ
得
る

か
が
謎
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

　
〉
コ
8
蔓
葱
Φ
≦
の
ヒ
ュ
ー
ム
論
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
に
於
け
る
諸
困
難
を
、
類
書
の
ご
と
く
ヒ
ュ
ー
ム
そ
の
入
に
の
み
向
け
て
指
摘
す
る
に
止
ら
ず
、
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農
ら
の
問
題
と
し
て
引
受
け
、
今
笠
雲
の
哲
学
の
進
展
を
考
慮
し
て
そ
れ
を
解
明
し
よ
う
と
努
め
た
、
優
れ
た
繕
事
で
あ
る
。
し
か
し
今
我
々
が
問
題
に

し
て
い
る
点
に
関
し
て
は
明
ら
か
に
ζ
霧
峯
融
げ
の
解
釈
を
全
面
的
に
採
っ
て
い
る
。
　
「
…
…
『
人
性
論
』
に
於
け
る
用
法
を
吟
味
す
る
と
、
「
決
定
」

が
「
因
果
作
用
」
或
は
「
必
然
化
」
の
問
義
語
と
解
さ
る
べ
き
で
な
く
、
ヒ
ュ
…
ム
が
有
り
と
し
た
習
慣
的
連
合
の
印
象
を
表
わ
す
為
の
特
別
の
語
で
あ

る
と
解
さ
る
べ
き
こ
と
が
、
示
唆
さ
れ
る
。
…
…
た
と
え
彼
の
魍
果
性
の
定
義
が
そ
の
儘
で
は
循
環
的
で
あ
る
と
認
め
た
と
し
て
も
、
照
果
作
用
へ
の
不

快
な
暗
々
裡
の
言
及
は
容
易
に
翔
除
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
　
『
人
間
知
性
探
究
隔
に
於
て
ヒ
ュ
ー
ム
が
挙
げ
た
例
で
は
実
際
に
剛
除
さ
れ
て
い
る
。
…
…
」

（
℃
℃
．
一
邸
卜
⊃
一
Q
o
）
Q
し
か
し
『
人
性
虚
蝉
と
『
人
間
知
性
探
究
』
の
用
法
を
吟
味
す
れ
ば
、
翌
睾
、
の
「
共
感
的
篇
解
釈
と
は
逆
に
解
釈
す
べ
き
こ
と
が
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

白
で
あ
る
Q
し
か
も
、
門
決
定
偏
が
心
的
な
欄
別
的
園
果
作
用
或
は
個
別
的
必
然
性
を
指
し
、
こ
れ
が
鷹
知
さ
れ
る
印
象
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
を
用

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
て
法
則
的
國
果
性
を
定
義
す
る
こ
と
に
は
、
何
ら
の
循
環
も
含
ま
れ
ぬ
の
で
あ
る
。

三
二
　
　
勿
論
、
因
果
推
理
に
於
け
る
観
念
連
合
の
役
割
に
つ
い
て
の
ヒ
ュ
ー
ム
の
説
自
体
に
は
、
多
く
の
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
観
念
連
合
に
伴
う

強
制
感
が
心
の
一
種
の
受
動
性
の
直
知
で
あ
る
こ
と
に
着
眠
し
て
視
野
を
拡
げ
れ
ば
、
多
く
の
現
実
の
活
動
に
於
て
我
々
が
具
体
的
に
力
の
現
実
の
作
用

を
直
知
し
て
い
る
こ
と
が
気
付
か
れ
る
。
例
え
ば
光
を
眩
し
い
と
感
じ
る
場
合
、
我
々
は
光
が
我
々
が
渇
に
感
じ
て
い
る
舷
し
さ
の
予
算
で
あ
る
こ
と
を

趨
照
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
我
々
は
何
か
至
る
外
的
事
物
が
我
々
に
力
を
及
ぼ
し
て
我
々
が
今
感
じ
て
い
る
こ
の
苦
痛
を
生
ん
で

い
る
こ
と
を
直
知
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
外
的
事
物
に
対
し
て
我
々
が
受
動
的
で
あ
る
場
合
で
あ
る
が
、
逆
に
我
々
が
能
動
的
で
あ
る
場
合
、
例

え
ば
我
々
が
あ
る
物
体
を
手
で
押
し
遣
る
よ
う
な
場
合
に
も
、
我
々
は
我
々
自
身
が
身
体
を
用
い
て
何
か
早
る
外
的
事
物
に
力
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
こ
と

を
薩
知
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
は
外
的
毒
物
と
我
々
と
の
問
の
因
果
関
係
、
い
わ
ゆ
る
縦
の
因
果
関
係
で
あ
り
、
そ
の
際
我
々
は
、
漁
舟
的
因
果
連

関
を
感
知
す
る
の
み
な
ら
ず
、
力
の
現
実
の
子
規
、
い
わ
ぽ
個
別
的
必
然
性
を
も
直
知
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
、
外
的
事
物
間
の
因
果

関
係
、
い
わ
ゆ
る
横
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
個
別
的
因
果
連
関
（
の
存
在
）
の
み
を
単
に
感
知
す
る
に
止
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
註

（
1
）
　
「
↓
置
」
は

　
　
ジ
を
摺
す
。

O
師
簗
蕊
麟
ε
ゴ
ρ
》
↓
、
，
、
ミ
、
鷺
7
0
、
ミ
～
ミ
ミ
こ
≧
ミ
ミ
，
♪
o
（
囲
．
囲
…
〉
．
ω
巴
）
率
じ
d
一
η
槻
O
（
今
）
’
¢
陰
℃
∴
○
臥
O
醜
（
げ
H
G
。
C
◎
C
。
）
の
第
一
騒
ぺ
ー

ヒ
ュ
ー
ム
の
曲
学

九
一
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（
2
）
鳶
目
。
。
」
は
冒
〈
こ
＝
§
蜂
睡
ミ
ミ
・
駐
§
§
こ
§
鷺
、
・
鳥
目
§
§
q
・
～
§
ミ
§
義
勇
§
叙
§
§
・
ミ
謎
§
き
さ
、
ら
ミ
a
ミ
、
蛍
9
≧
倉
。
島
●

　
　
ピ
・
〉
・
G
o
皿
『
ギ
譲
σ
q
」
q
①
（
ω
の
6
0
賀
山
　
雨
血
剛
島
。
瞬
ど
　
○
甲
　
C
。
　
］
℃
．
”
○
×
｛
o
門
」
》
　
H
り
O
b
⊃
）
の
第
一
八
ぺ
…
ジ
を
指
す
。

（
3
）
〉
．
塞
。
｝
蚤
陣
ρ
§
鳴
評
・
ら
§
蔦
§
ミ
O
§
§
ξ
（
ζ
。
ひ
器
畳
ピ
§
伍
§
》
お
8
）
．

（
4
）
9
・
甥
．
。
…
∫
ワ
・
。
ピ
．
．
［
冨
冒
§
。
暮
硫
譲
醇
陣
、
、
鶴
鼠
、
．
蕾
窪
器
三
コ
α
農
巽
臼
酵
㌔
、

（
5
）
　
9
」
ぴ
圃
鐸

（
6
）
　
O
｛
●
o
℃
匿
。
μ
f
質
．
b
⊃
N
．

（
7
）
　
O
幽
・
o
や
9
［
こ
℃
℃
・
ω
笥
一
。
◎
”
ω
ぴ
O
．
「
打
飛
ば
し
効
果
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
O
h
℃
℃
・
ω
魔
－
伊

（
8
）
　
O
h
。
o
や
9
け
二
｝
も
．
鈴
○
。
－
鱒
O
”
G
。
ω
Q
。
－
劇
▽
も
。
禽
G
。
…
総
v
「
打
飛
ば
し
効
果
偏
に
つ
い
て
も
岡
様
で
あ
る
。
O
h
で
℃
．
ω
ホ
ー
①
・
以
上
の
理
論
に
含
ま

　
　
れ
る
多
く
の
仮
説
、
「
永
続
傾
向
」
、
「
運
動
統
合
」
、
「
対
象
田
圃
」
、
「
自
働
的
な
運
動
と
単
な
る
場
所
移
動
と
の
桐
違
篇
、
「
現
象
的
二
重
化
」
等

　
　
等
は
、
勿
論
科
学
の
方
法
論
に
則
っ
て
、
こ
の
理
論
に
依
っ
て
説
明
さ
る
べ
き
「
連
行
効
果
」
の
現
象
と
は
独
立
の
実
験
に
依
っ
て
、
検
証
さ
れ

　
　
て
い
る
。
O
｛
．
℃
ワ
ω
目
ら
。
1
薩
．
「
打
飛
ば
し
効
果
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
9
）
9
●
。
や
9
鳩
署
ω
無
ー
ト
。
層
ω
卜
。
9

（
1
0
）
　
O
h
o
掌
。
附
∫
毛
・
8
膳
…
G
。
》
①
馨
．
卜
。
卜
。
c
。
◎
被
験
者
の
「
A
が
B
を
押
し
遣
っ
た
」
或
は
「
A
が
B
を
打
ち
飛
ば
し
た
」
と
い
う
報
告
は
、
彼
の

　
　
見
た
も
の
を
そ
の
儘
記
述
し
た
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
解
釈
し
た
結
果
で
あ
る
こ
と
も
十
分
あ
り
得
る
。
先
の
実
験
の
よ
う
な
条
件
下
で
運

　
　
動
が
間
髪
を
入
れ
ず
継
起
す
る
の
を
見
る
際
、
彼
は
既
に
経
験
に
依
り
、
運
動
体
の
衝
突
が
静
止
体
に
運
動
を
起
す
こ
と
を
、
知
っ
て
い
る
の
か

　
　
も
知
れ
な
い
。
　
し
か
し
、
鼠
圃
。
ゲ
。
震
①
は
こ
の
説
を
採
ら
ず
、
二
対
象
A
と
B
の
接
触
静
止
晴
間
を
減
じ
る
こ
と
依
り
、
そ
れ
を
増
す
場
合
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
全
く
種
類
の
異
る
印
象
が
被
験
者
に
生
じ
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
被
験
者
が
～
致
し
て
上
の
二
つ
の
場
合
に
全
く
異
っ
た
印
象

　
　
を
持
つ
と
主
張
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
被
験
者
が
冒
常
経
験
に
依
っ
て
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
当
然
「
因
果
印
象
」
が
あ
る
筈
で
あ
る
に
も

　
　
拘
ら
ず
、
実
際
に
は
門
因
果
印
象
」
の
得
ら
れ
ぬ
実
験
（
「
否
定
事
例
」
）
や
、
β
常
経
験
に
依
る
解
釈
が
不
可
能
な
条
件
下
で
「
因
果
印
象
」
が

　
　
得
ら
れ
る
実
験
（
「
逆
説
華
例
」
）
の
あ
る
こ
と
、
第
三
に
、
繭
戟
に
於
け
る
百
分
の
数
秒
の
差
或
は
数
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
差
が
系
統
的
に
異
っ
た

　
　
印
象
を
与
え
る
こ
と
が
、
経
験
に
基
く
解
釈
の
説
で
は
説
明
し
得
ぬ
こ
と
、
そ
し
て
第
四
に
決
定
的
な
理
由
と
し
て
、
先
に
見
た
暴
く
「
打
飛
ば

　
　
し
効
果
」
と
「
連
行
効
果
」
の
知
覚
的
に
特
有
な
構
造
体
髄
が
閃
［
果
語
に
依
っ
て
の
み
十
分
に
袈
現
さ
れ
得
る
こ
と
で
あ
る
。
O
ひ
箕
）
．
G
◎
一
幣
1
い
。
．



　
　
（
1
1
）
ρ
袖
．
］
ソ
ぢ
器
の
ρ
確
、
ミ
、
N
噂
h
㌧
§
〔
忌
尽
逡
§
へ
～
O
ミ
へ
旨
、
㍉
§
（
ヵ
。
門
三
〇
（
蒔
。
知
H
〈
£
嘗
丁
差
”
び
9
弩
一
〇
コ
”
這
O
O
）
聯
。
♂
「
回
i
“
．

　
　
（
1
2
）
O
｛
．
○
マ
◎
［
■
二
も
．
δ
鳩
Q
O
一
恥
》
卜
。
メ
ト
⊃
ρ
認
．

　
　
（
1
3
）
○
℃
ウ
息
酔
ニ
ワ
O
．
O
h
ゆ
薯
．
ど
ト
。
①
．

　
　
（
1
4
）
○
℃
．
9
r
ワ
G
Q
い
っ
ワ

　
　
（
1
5
）
○
℃
．
息
∬
℃
■
G
Q
ω
σ

　
　
（
1
6
）
○
℃
幽
息
樽
‘
や
も
。
戯
冒

　
　
（
1
7
）
〉
噸
窯
賦
さ
俘
ρ
○
℃
・
9
∫
唱
ワ
楠
8
－
Q
ゆ
●

　
　
（
1
8
）
　
こ
れ
は
普
遍
的
法
剣
的
必
要
性
と
は
意
味
が
異
る
。

　
　
（
1
9
）
　
》
●
H
、
ζ
㊦
乙
Φ
ジ
箏
門
馬
》
象
ず
為
（
沁
〇
二
畠
Φ
焦
α
q
①
知
囲
①
σ
q
μ
箒
楚
戸
ζ
汀
ピ
0
5
二
9
／
6
①
囲
Y
彼
の
議
論
の
核
心
は
，
．
ピ
く
雪
ぎ
澱
．
，
ミ
～
賢
捻
り
辱
、
～
鳶
職
沁
苧

　
　
　
q
、
箆
ρ
＜
o
ピ
⑦
㊤
（
お
①
O
）
に
於
て
も
充
分
示
さ
れ
て
い
る
Q

　
　
（
2
0
）
○
℃
．
島
£
醐
∪
℃
・
錘
一
ω
．

　
　
（
2
1
）
○
ワ
鼠
唖
二
P
綬
●

　
　
（
2
2
）
O
P
息
け
二
悪
．
c
。
O
ー
ヨ
・

　
　
（
2
3
）
　
O
h
8
心
O
姻
「
原
嗣
と
呼
ば
れ
る
対
象
と
結
果
と
呼
ば
れ
る
紺
象
と
は
す
べ
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
考
察
す
れ
ぽ
、
自
然
の
う
ち
に
あ
る
任
意

　
　
　
の
二
つ
の
事
物
と
同
様
に
、
桐
互
に
異
り
分
立
し
て
お
り
、
対
象
を
い
か
に
正
確
に
調
べ
て
も
、
そ
の
一
方
の
存
在
か
ら
他
方
の
存
在
を
推
論
す

　
　
　
る
こ
と
は
出
来
な
い
O
」

　
　
（
2
4
）
Q
鎖
■
＜
9
」
芝
二
σ
Q
｝
峯
肉
縁
ミ
職
ミ
職
§
§
亀
q
謡
鉢
・
、
、
無
§
ミ
遮
頓
（
知
〇
二
丁
瓢
σ
q
①
や
囚
£
§
℃
。
・
三
一
”
び
。
碧
ぴ
P
6
ご
）

　
　
（
2
5
）
○
℃
●
o
陣
f
漆
膳
一
G
Q
二
）
℃
●
8
…
一
お
．

　
　
（
2
6
）
O
P
息
f
や
＝
メ

　
　
（
2
7
）
O
P
g
f
吻
Φ
二
∪
℃
●
二
G
o
－
1
卜
⊃
駆
．

　
　
（
2
8
）
○
℃
・
o
罫
”
⑳
目
9
薯
．
這
㎝
－
ω
歴

　
　
（
2
9
）
　
我
々
が
括
弧
内
の
様
に
解
釈
す
る
根
拠
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
引
用
文
と
同
じ
主
張
を
劉
の
簡
所
（
P
憩
↓
心
8
）
で
よ
り
詳
し
く
述
べ
て
い
る
こ

198
　
　
　
　
ヒ
ュ
…
ム
の
哲
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
一
二
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と
に
在
る
。
註
（
2
3
）
参
照
。

（
3
0
）
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
広
義
の
「
理
性
」
は
「
推
理
能
力
」
（
窓
霧
。
類
ぎ
α
q
律
〇
三
蔓
）
で
あ
り
、
そ
の
働
き
は
、
「
観
念
の
関
係
偏
を
扱
う
「
論
証
的
推
理
」

　
　
（
q
①
ヨ
g
。
。
g
号
①
暴
ω
§
ヨ
σ
q
）
と
、
「
事
実
偏
に
関
す
る
「
蓋
然
的
乃
至
実
際
的
推
理
」
（
鷲
。
華
墨
①
o
肖
ヨ
。
汽
m
二
門
窪
伍
（
旨
ぎ
σ
q
）
と
に
分
か
れ
る
。
し

　
　
か
し
こ
の
文
脈
で
は
、
「
理
性
」
は
狭
義
の
理
性
、
即
ち
論
証
的
推
理
能
力
を
意
味
す
る
。

（
3
1
）
　
前
註
参
照
。

（
3
2
）
　
こ
の
論
読
こ
そ
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
因
果
論
の
要
点
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
功
績
で
も
あ
っ
た
。
「
原
因
か
ら
結
果
へ
の
推
理
は
決
し
て
論
証
と
は
成
ら

　
　
ず
」
（
尋
N
》
ミ
養
3
ワ
誌
）
、
事
実
に
関
す
る
推
理
は
す
べ
て
因
果
推
理
で
あ
る
か
ら
、
「
事
実
は
決
し
て
論
証
さ
れ
得
ぬ
し
（
↓
心
①
ω
“
Ω
・
罵
峯
鵜
）
。

　
　
「
事
柄
を
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
考
察
す
る
な
ら
ば
、
い
か
な
る
も
の
が
い
か
な
る
も
の
を
生
む
こ
と
も
あ
り
得
る
し
（
8
卜
。
ミ
”
。
h
．
弓
ミ
ω
智
国
同
逡
）

　
　
の
で
あ
る
。
》
、
N
》
臨
監
§
鳳
は
O
磐
乙
鎖
¢
一
ゴ
ρ
》
嵩
》
勢
讐
§
鄭
ミ
。
》
日
器
財
【
圃
。
。
①
o
団
寓
¢
ヨ
§
Z
母
母
。
（
口
①
窟
ヨ
冨
匹
ぴ
K
旨
ζ
．
凶
⑦
巻
空
酔
炉
孟
℃
・

　
　
ω
諺
蹴
2
ρ
¢
噂
勺
∴
O
p
ヨ
σ
ユ
儒
σ
Q
ρ
δ
G
。
G
。
）
。

（
3
3
）
　
因
果
論
に
於
て
は
こ
の
箇
所
で
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
現
象
主
義
的
実
証
主
義
の
傾
向
が
そ
の
頂
点
に
達
し
て
い
る
。
　
「
我
々
が
必
然
性
の
観
念
を
持

　
　
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
必
然
性
と
は
思
惟
の
あ
の
決
定
、
即
ち
思
惟
が
原
因
か
ら
結
果
へ
ま
た
結
果
か
ら
原
因
へ
と
、
そ
れ
ら
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
合
の
経
験
に
従
っ
て
、
移
る
べ
く
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
」
（
↓
一
①
①
）
。
O
h
’
日
舞
一
伽
閃
G
。
臥
σ
●
8
卜
σ
㎝
O

　
　
馳
閃
O
①
P
↓
亟
O
㎝
i
①
「

（
3
4
）
　
Ω
巽
召
し
d
容
7
費
窪
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
功
績
を
こ
の
考
え
を
導
入
し
た
点
に
認
め
て
い
る
。
O
h
O
・
ゆ
二
〇
げ
貯
7
戸
ミ
ミ
黛
、
、
暇
鴇
a
§
民
悪
酒
ミ
脳

　
　
執
禽
愚
、
蝿
ミ
コ
防
禽
§
驚
（
ゆ
器
二
ゆ
ド
。
開
ξ
Φ
臨
”
○
×
♂
乙
》
お
①
⑩
y
虚
日
●
ω
蒔
9
G
。
恥
G
。
”
G
。
c
。
も
脅

（
3
5
）
　
例
え
ば
ゆ
償
。
げ
臼
三
。
O
h
o
マ
9
r
黛
）
’
ω
“
メ
G
◎
恥
G
。
”
G
。
お
”
G
Q
G
Q
A
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
3
6
）
　
ヒ
ュ
…
ム
の
「
垣
常
軍
扇
湿
し
は
過
宏
に
観
察
さ
れ
た
も
の
を
常
に
指
す
（
O
h
↓
○
。
メ
リ
ω
噛
幣
ミ
）
。
「
原
因
」
の
第
一
の
「
定
義
」
中
で
言
及

　
　
さ
れ
て
い
る
根
伴
関
係
も
や
は
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
故
に
こ
そ
、
盤
常
的
根
伴
と
推
理
と
の
成
立
範
囲
が
一
致
し
、
「
原
因
」
の
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
「
定
義
」
が
「
同
一
の
鮒
象
の
異
っ
た
眺
め
」
を
示
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
見
落
と
し
た
議
論
は
ヒ
ュ
ー
ム
解
釈
と
し
て
は
論
外
で
あ
る
。

　
　
O
略
●
》
．
霊
。
し
ご
鉛
湊
。
ジ
b
ヘ
ミ
ミ
窺
袋
ミ
免
（
℃
2
σ
Q
島
口
”
頃
震
ヨ
○
コ
儀
ψ
芝
。
乙
ご
H
O
α
G
◎
ソ
㌻
刈
㎝
…
旨
・
》
ゆ
菊
。
び
ヨ
。
。
o
ρ
、
．
国
門
§
志
、
切
↓
≦
o
一
）
o
戸
出
瓢
。
湧
。
『

　
　
．
．
Ω
罠
亀
．
、
．
鳩
ミ
ミ
豊
号
ミ
ら
ミ
£
塁
、
，
奪
，
◎
”
k
鳶
（
お
①
ト
ニ
）
…
．
。
鑓
葺
琶
、
ω
↓
≦
o
O
鑑
三
二
〇
蕊
9
．
．
○
§
汚
，
、
囲
ん
0
8
彦
こ
2
＆
’
．
、
ヨ
＜
’
○
Ω
｝
暑
零
瓢
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（
盆
’
ソ
霞
ミ
竃
鳩
織
O
ミ
捺
a
～
§
ミ
っ
○
、
ミ
ら
ミ
養
田
塁
恥
（
O
o
¢
Z
＆
避
＞
g
ぎ
コ
Z
2
く
く
。
吸
ぎ
お
①
①
）
…
↓
7
0
琶
島
回
蒙
息
ρ
銭
量
、
．
瓢
銭
濤
げ

　
　
↓
≦
O
U
①
津
三
瓜
§
ω
o
h
．
、
0
2
。
。
o
、
、
v
、
．
き
職
禽
。
蔑
§
ミ
＠
§
、
譜
、
含
”
k
綴
（
6
①
㎝
y

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
3
7
）
　
「
内
的
知
覚
の
問
の
結
合
原
理
は
、
外
的
対
象
の
問
の
結
露
康
理
と
同
様
に
、
知
的
に
理
解
で
き
ず
、
〔
恒
常
的
相
伴
の
〕
経
験
に
依
っ
て
〔
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
存
在
を
〕
知
る
他
に
知
り
様
が
無
い
の
で
あ
る
。
…
…
経
験
は
、
決
し
て
対
象
の
内
部
構
造
や
作
用
原
理
の
洞
察
を
与
え
ず
、
た
だ
心
を
一
つ

　
　
の
対
象
か
ら
他
の
対
象
へ
と
移
る
べ
く
習
慣
づ
け
る
の
み
で
あ
る
」
（
↓
嵩
ゆ
）
。
O
h
門
冥
×
r
①
合
さ
4
G
。
ト
っ
一
ω
讐
①
ω
●

　
　
　
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
の
理
論
的
部
分
に
は
、
相
容
れ
難
い
二
つ
の
傾
向
、
即
ち
、
存
在
論
に
於
け
る
、
ロ
ッ
ク
の
場
合
の
よ
う
な
古
典
的
実
在
論

　
　
の
傾
向
と
、
認
識
論
に
於
け
る
現
象
主
義
的
実
証
主
義
の
傾
向
と
が
共
存
し
て
お
り
、
後
者
が
徹
底
し
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
強
い
緊
張
を
生

　
　
じ
て
い
る
Q
こ
の
緊
張
は
、
彼
の
外
界
論
に
於
て
最
も
露
に
な
っ
て
い
る
。
彼
の
理
論
哲
学
は
全
体
と
し
て
、
不
可
知
論
的
実
在
論
を
基
礎
と
す

　
　
る
現
象
主
義
的
実
証
主
義
で
あ
る
。

（
3
8
）
　
ヒ
ュ
ー
ム
は
そ
5
解
し
い
る
。
命
題
e
中
の
最
初
の
「
原
因
」
の
「
意
味
」
乃
至
謳
拠
（
二
四
節
参
照
）
が
恒
常
的
相
伴
に
概
か
れ
て
い
る
こ

　
　
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
後
の
「
原
園
偏
に
つ
い
て
も
同
じ
な
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
「
原
点
偏
を
い
か
な
る
場
合
に
も
一
義
的
に

　
　
解
さ
ん
と
意
識
的
に
努
め
、
特
に
自
然
現
象
の
器
品
的
必
然
性
と
必
的
躯
象
の
因
果
的
必
然
性
と
に
「
意
味
」
試
織
証
拠
の
相
違
を
認
め
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
た
。
Ω
’
日
目
謡
℃
心
O
O
i
ピ
蒔
O
α
…
①
．
第
二
に
、
彼
は
「
原
因
結
果
を
判
定
す
る
為
の
規
翔
」
を
八
つ
挙
げ
「
こ
れ
が
、
私
の
推
論
に
於
て
用
い

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
て
よ
い
と
私
の
考
え
る
、
論
理
の
す
べ
て
で
あ
る
」
（
↓
8
刈
α
）
と
明
言
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
三
規
則
は
「
原
魍
と
結
果
の
間
に
は
恒
常
的
梱
伴

　
　
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
主
と
し
て
こ
の
性
質
が
因
果
関
係
を
成
す
」
（
↓
寄
ω
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
『
人
性
論
』
の
留
頭
で
は
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
識
的
に
こ
の
恒
常
的
縮
伴
の
規
劉
を
用
い
て
、
「
あ
ら
ゆ
る
単
純
観
念
が
そ
れ
に
対
応
す
る
単
純
印
象
を
原
因
と
す
る
扁
と
い
う
彼
の
人
間
学
の

　
　
「
第
一
の
原
理
」
を
導
出
し
て
い
る
（
日
、
醸
…
圃
）
。
さ
ら
に
、
命
題
e
そ
の
も
の
の
三
所
に
於
て
も
恒
常
的
椙
伴
の
規
鶏
を
罵
い
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
る
。
「
我
々
は
…
…
常
に
、
恒
常
的
相
伴
か
ら
対
象
が
隠
匿
に
育
て
結
合
す
る
よ
う
に
な
る
の
を
見
嵐
す
」
（
、
一
，
⑩
Q
。
）
。
「
心
に
対
す
る
か
か
る
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
は
そ
れ
自
体
全
く
驚
く
べ
き
不
思
議
な
も
の
で
あ
り
、
我
々
が
そ
の
影
響
の
現
実
性
を
確
信
す
る
の
は
〔
恒
常
的
相
伴
の
〕
経
験
と
観
察
と
に
の

　
　
み
依
る
の
で
あ
る
」
（
6
ミ
ト
。
）
。
ヒ
ュ
ー
ム
欝
身
は
こ
の
考
え
か
ら
無
限
遡
行
の
生
じ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
Q

（
3
9
）
　
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
、
こ
の
無
限
遡
行
を
指
摘
し
た
解
釈
者
は
他
に
旨
〉
．
℃
器
ω
籠
。
毎
の
み
で
あ
る
。
O
h
・
旨
》
．
℃
醇
器
ヨ
。
【
Φ
”
窺
寒
博
ミ
”
勉

　
　
N
ミ
§
職
§
笥
（
ρ
¢
・
℃
L
O
9
ヨ
酵
圃
農
ぐ
う
’
お
給
ソ
署
●
♂
一
¶
．

ヒ
ュ
…
ム
の
誓
事

九
五
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六

（
4
0
）
　
ヒ
ュ
ー
ム
か
ら
の
引
写
文
は
一
見
二
通
り
に
解
釈
し
得
る
。
先
ず
、
函
果
的
観
念
連
合
を
対
象
化
し
て
考
え
れ
ば
、
印
象
の
現
前
（
と
過
去
の

　
　
恒
常
的
絹
伴
の
経
験
と
）
が
観
念
の
現
前
（
儒
念
）
の
原
因
で
あ
る
が
、
両
者
の
因
果
関
係
は
恒
常
的
糊
伴
に
依
っ
て
知
ら
れ
る
の
み
で
、
必
然

　
　
的
結
合
が
知
覚
さ
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
主
張
と
解
し
得
る
。
次
に
、
我
々
が
解
し
た
ご
と
く
、
因
果
的
観
念
連
舞
に
伴
う
決
定
の
印
象
が
、

　
　
知
覚
間
の
必
然
的
結
合
の
直
知
で
は
な
い
、
と
い
う
主
張
と
解
し
得
る
。
と
こ
ろ
で
、
観
念
連
合
を
体
験
し
て
い
る
主
観
の
み
が
観
念
連
合
を
対

　
　
象
化
し
得
る
Q
そ
れ
ゆ
え
二
通
り
の
解
釈
は
根
本
に
於
て
｝
と
な
る
。
相
違
は
観
念
連
合
に
対
す
る
反
省
度
に
の
み
あ
る
。

（
4
1
）
　
「
想
像
は
、
饗
を
投
げ
る
と
い
う
解
髪
か
ら
、
そ
れ
が
六
顧
の
ど
れ
か
～
つ
を
上
に
向
け
る
と
い
う
結
果
へ
、
移
行
す
る
」
（
、
導
旨
㊤
）
。
そ
の
際

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
正
儀
は
「
そ
の
特
定
の
〔
原
園
の
〕
印
象
か
ら
そ
の
特
定
の
〔
結
果
の
〕
観
念
へ
、
選
択
や
鋳
躇
の
余
地
な
く
移
る
べ
く
決
定
さ
れ
て
お
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
（
↓
雛
O
）
、
「
移
行
の
途
中
で
立
止
ま
る
こ
と
に
も
、
或
は
別
の
〔
結
果
の
〕
観
念
を
持
つ
こ
と
に
も
、
或
る
種
の
不
可
能
性
を
感
じ
る
」
（
、
磨
お
ゆ
）
。

　
　
「
至
る
種
の
」
と
は
、
「
論
理
的
絶
対
的
な
不
可
能
性
と
は
別
の
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
。
瞥
6
㊤
⊆
π
）
。
こ
の
強
制
に
抵
抗
す
る
こ
と
は
「
殆
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
ど
不
可
能
扁
（
目
路
。
。
）
で
あ
り
、
敢
え
て
抗
す
れ
ば
「
無
理
が
感
じ
ら
れ
る
」
（
嗣
、
冨
α
）
◎

（
4
2
）
　
O
h
多
踏
鍵
β
臼
ぽ
票
§
賜
愚
漸
馬
鹿
ミ
．
恥
9
§
聴
（
○
．
¢
勺
L
O
ゑ
。
鼻
目
ミ
ト
⊃
ソ
讐
¶
＝
㎝
l
S

（
4
3
）
　
例
え
ば
口
髪
み
は
、
そ
れ
を
因
果
継
起
説
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
○
瞥
舞
踏
謹
み
”
↓
、
ミ
、
、
隠
N
ミ
ミ
a
ゆ
、
じ
Q
ミ
ミ
ミ
、
ら
↓
、
帽
斗
ミ
、
嶺
（
ζ
”
？

　
　
瞬
急
ぽ
コ
”
ピ
。
＝
伍
0
7
お
刈
O
）
’
署
「
掃
O
心
一
δ
’

（
4
4
）
　
ト
ピ
昏
9
窺
§
ミ
動
ミ
ミ
。
偽
愚
ξ
毫
聖
ミ
§
N
さ
ミ
鳶
（
竃
Φ
葺
　
蚕
選
び
。
鼠
。
戸
お
ω
卜
。
）
■

（
4
5
）
　
Z
9
∋
碧
穴
。
ヨ
℃
ω
旦
葺
臼
ぎ
ミ
ミ
。
隔
愚
書
ミ
建
哩
ミ
聖
ミ
僑
（
ζ
婁
≧
穿
ご
び
。
鼠
。
諺
》
お
仁
）
◎

（
4
6
）
　
O
p
＜
乙
≦
虫
湧
ヨ
§
も
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
そ
の
抽
象
観
念
論
と
観
念
連
禽
論
と
に
於
て
因
果
実
在
論
者
で
あ
る
と
抵
棄
し
て
い
る
。
O
歴
O
薯
罷

　
　
≦
蝕
。
。
ω
ヨ
p
♪
b
、
落
禽
ミ
蓉
N
、
、
毫
ミ
欺
題
（
o
Q
Q
昆
さ
諺
回
困
影
6
冨
¢
．
℃
‘
6
①
α
Y

（
4
7
）
　
旨
．
〉
・
勺
器
。
。
ヨ
。
「
ρ
ミ
ミ
馬
げ
奪
性
§
翫
§
矯
（
ρ
⊆
勺
．
…
0
9
ヨ
σ
二
戯
σ
q
ρ
掃
⑩
器
）
●

（
4
8
）
　
O
．
○
・
ρ
竃
8
Z
鋒
ダ
b
冬
ミ
ミ
ミ
鴨
（
麟
韓
暑
導
。
・
ゲ
＆
団
踏
H
8
ご
ω
2
0
鼠
国
母
ぎ
二
℃
¢
d
p
巴
空
包
（
壽
罵
｝
○
義
。
噴
（
野
搭
①
①
）
・

（
4
9
）
　
》
簿
。
蔓
滋
①
ぎ
ミ
坤
ミ
、
隔
き
徽
禽
私
書
ミ
切
ミ
へ
（
菊
。
薄
一
＆
α
q
①
勲
降
雪
磐
評
三
”
い
。
鼠
。
扁
ど
6
9
）
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）
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The　Philosophy　of　David　Hume　1

On　His　Theory　of　Causation

by　Yoshinobu　Kiso

　　Here　1　should　like　to　explain　the　fundamenta！　ideas　which　1　“made　use

of　in　my　paper　to　disentangle　the　complication　involVed　ln　the　problem

of　the　perceptibility　of　causation．　lt　is　a　well－known　fact　that　Hume

denled　that　we　could　perceive　any　causation　physical　or　mental，　and　that

he　believed　that　he　succeeded　in　holding　consistent｝y　the　successien　or

regularity　view　of　causality．　But　the　results　of　A．　Michotte’s　famous

experiments　on　the．　perception　of　causa！ity　iRvite　us　to　reconsider　the

problem　and　to　reexamine　the　soundness　of　the　regularity　view　itself・

What　has　complicated　the　matter　is　the　failure　to　distinguish　between　the

individual　causal　connections　which　are　，a・sserted　in　singular　causal　statements

aRd　the　nonz・ic　necessity　of　the　connections　of　causes　with　their　effects

which　are　asserted　in　universal　law－like　causal　statements．　Hume　denied

that　we　could　perceive　causation，　and　he　was　right　in　that　what　he　really

denied　was　the　perceptibility　of　nomic　necessity　of　causation．　Michotte

affirmed　that　we　could　perceive　causation，　and　he　was　right　in　that　his

real　assertion　was　that　we　ceuld　percelve　individual　causal　¢onnections　in

sDme　individual　cases．

　　First，　let　us　suppose　tkat　before　our　eyes　a　biliiard　ball　is　rolling　on　the

billiard　table．　・Can　we　perceive　the　motioR　of　the　ball？　lf　not，　we　can

never　come　to　assert　that　it　is　moving，　however　often　we　may　have　seen

it．　For　however　often　we　may　have　seen　it，　we　can　never　come　to　find

any　new　fact　about　it　that　did　not　appear　at　first．　But　we　actually　can

often　tell　at　a　glance　whether　a　body　is　in　motion　or　at　rest　relatively　to

other　bodies．　Then　we　must　be　catching　some　perceptual　clue，　whatever　it

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6



may　be，　that　is　suf｛icient　for　us　to　ludge　on　the　motion　of　bodies，　and

in　this　se無se　we　can　say　that　we　perceive　motio隷of　bodies　at　least　in

some　cases．

　　Seco簸diyJet　us　suppose　that　before　our　eyes　a　b圭lliard　ba11　A　rolls　on

之owards　another　billiard　ba11　B　a簸d　出en　h圭ts　it．　Can　we　say　that　we

perceive　that　the　ball　A肋5　the　ball　B？Should　we　say　that　we　5θθlnerely

the斑otion　of　the　ball　B　im狙ediately！bZ～low　the　impact　on　it　of　the　ball

A，but　that　since　we　already　know　by　some　other　means　than　percept至。亘

that　i職such　a　situation　the　impac之of　the　ball　A圭s　the　cause　of　the　motion

of　the　ba11　B，　we　ca腱rightly　jt‘dge　that　the　ba11　A　hit　ba11　B　on　the　basis

o！the　perception　of　the　mere　succession　of　the　two　events～But　in　tha亡

case　we　must　be　g呈ven　fairly　sufficlent　perceptual　clue　for　ludging　right

on　the　causation，　and　we　should　have　as　good　reason　to　say　that　we

perceive　causatio捻as　we　have　to　say　that　we　perceive　motioll　of　bod量es．

Or　is　it　that　causality　co註sists　in　the　mere　regula盛ty　1n　successioh　of

causes　and　effects．？But　iR　that　case，　by　the　very　a11eged　nature　of　cau－

sality，　we　should鋼rα加θthe　causation　of　the　motion　of　the　ball　B　by

the　impact　of　the　ball　A，　in　perceiving　the　immediate　succession　of　the

fOrmer　eVent　tO　the　latter．

　　Finaily，　let　us　suppose　that　a　bi1｝iard　ball　A　ls　rolling　towards　another

ball　B　but　has　not　reached　it　yet．　When　we　iook　at　this　s：ene，　it　ls　a

trMal　truth　that　we　cannot　perceive，　th◎ugh　we　can　infer，　that　the　ball

Aw至11h圭ttheballB．

　　On　the　basis　of　these・considerations，　we　can　say亡hat　we　perceive　sDme
　　　　　　　　　

individualα薦αZ　connections　；we　perceive，　for　example，　that　that　ball　A　now

hits　th玉s　ball　B，　or　that　that呈mpact　of　the　ball　A　now　causes　thls組otion

of　the　ball　B．　But　th圭s　is　rlot　to　say亡hat　we　can　perceive　nomic　necessity

implied　in　such　universaHaw・1ike　statements　as‘A総impact　of　the　ba至I　A

always　causes　a　mot圭on　of　the　ball　B’or‘O鷺　a　smooth　leマe1　ta撤e　an

圭lnpact　of　a　ball圭n田otion　on　another　at　rest　always　causes　a　motion　of

the　latter．’Nor　is　it　to　say　that　we　perce量ve　all　individual　causal　collnec．
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tions．　Suppose　that　a　bali　suddenly　starts　ro｝ling　on　an　apparently　level

table．　ln　this　case　we　do　not　perceive　the　causati．on　of　its　motion；　the

table　may　slightly　have　been　tilted，　but　this　change　of　its　condltion　is　not

perceived　ex　hblpothesi．

　　Hume　denied　the　perceptibllity　of　any　causation　physical　or　rnentai．

A．ccording　to　him，．we　perceive　merely　successions　of　events，　for　example，

an　immediate　succession　of　the　motion　of　a　bail　B　to　tke　1mpact　of　another

bail　A．　・When　and　how　do　we　then　become　able　to　judge　on　causation？It

is，　Hume　repiies，　when　we　have　formed　in　us　a　habit　of　association　of

ideas　and　come　to　feel　determined　to　pass．fr．om　the．idea　of　the　one　event

（the　impact　of　the　ball　A）　to　the　idea　of　the’　other　．（the　．　Mqtion　of”the

ball　B），　But．　if　we　really　do　feel　determined　to　pass　from　the　one　idea　・to

the　Qther，　it　wil｝　be　a　genuine　parception　of　an　individual　menta！　or　internal

causat量・n・f・r．th・n　w・mu・t　b・戸・Zガ・9伽・m・ng　manツ・伽．吻・襯・nS

and　ideas　present　to　Qur　”tind　this　f）articula7”　idea　and　ngthing　else　is　foi’cing

ottr　thought　to　pass　to　that　partictilar　idea　and．to　nothing　else．　Hume　did　not

realize　that，　because　he　failed　to　distlnguish　individUal’．　mental　’causal　con一

nection　from　nomic　necessity　of　mental．causatloR　and．was　convince50f

the三mperceptibll圭ty　o｛nom三。　necess1ty．　Tkus　he．．believed　that　from　the

epistemological　po圭nt　of　view　he　held．　conslstently　the　regulari宅y　view　of

causa康y，　and　he　was　unawar8　that　his　admission　of融．　feeling　of．‘the　der

te即inat圭on　of　the　miRd’or　the　compulsion　of、the　association　of　ideas

was　noth圭ng｝ess　than　the　admission　of　the　immediate　perception　of　an

童ndividual　mental　causal　connection．　Our　inteypretation　of翠ume’s　theory

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　
of　causality　d呈scloses．the、．．fact　that　What　he　realiy　did　was　to　explai舞．　nom至c

causality　ln　terms　of　perceptible　indidlvidual　mental　conRection，　and　enables

us　tg　expla宝n　awayζhe‘logica！inconsisteRcies’wh呈ch　are．　usually　i．mputed

to　his　theory　of　causal圭ty。
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